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論文要旨
本論文は、建築におけるモニュメンタリティの創出に関して考察を行い現代的
な建築への設計提案としてその有用性を実証しようというものである。全 5 章
構成とし、モニュメンタリティの歴史を踏まえた背景、モニュメンタリティに
求められる要求、またその創出手法を示し、設計提案へと展開する。
序章では、まずモニュメンタリティが何なのかという点において、本稿で扱う
主題を明らかにする。モニュメンタリティ・記念性・象徴といった言語的定義
を明確にしたうえで、そのモニュメンタリティにまつわる通史を言説より整理
し、またモニュメンタリティに対する認識の誤解を提起した。
古代より建築は国家の権威的象徴、人類の興亡の痕跡としてデザインが導入さ
れ、時にそれらは威圧的様相を呈し、誇示するようなデザインとして象徴的な
建築をいくつも生み出してきた。近代に入り 19 世紀の新古典建築のような様式
建築の流行に対して、近代建築論争の中で、古典建築が確保してきたものとは
異なり象徴すべき内実の伴わない形骸化を起こしているとして批判され、モニュ
メンタリティは忌避されていった。しかし、モニュメンタリティに期待される
役割は権威的であることだけではなく、その時代の証言物として残していくこ
とであり、その重要性は現代においても変わることはないのではないだろうか。
特に近年に情報空間の急激に進行した社会において、その実空間の求められる
役割というのはそうした証言物として残すことであり、非常に重要な要素では
ないかと考えられる。本論文では、モニュメンタリティを創出するための実態
を示し、その知見に基づいて現代の社会・時代を表象する建築を提示すること
を目的とする。
第２章ではモニュメンタリティが求められる建築に対する要求内容を言説より
抽出する。近代の建築史家 S・ギーディオンは自著「現代建築の発展」や「記念
性の 9 原則」という論考においてモニュメンタリティの創出に関する視点、要
求内容を記述している。また、美術史家 H・ゼードルマイヤーの「中心の喪失」
では、近世から近代にかけての美術史の兆候を示した上でモニュメンタリティ
の変遷を著述し、そこに求められるモニュメンタリティの用件を論じている。
このふたつの言説を中心にモニュメンタリティ創出の要求内容として 4 要求を
抽出した。
①民衆の統合や宗教に見られる統一的意識などを記念建造物として表象すると
いう、人々の生きる社会や時代の象徴物を生み出そうとする象徴要求。②構築
物の形態や構成によって永遠に持続するモニュメントを残そうとする永続要求。
③記念建造物の動機の一つとして、セレブレイトする事象に対する建築への表
象や、それらの偉大さや雄渾さを示す賛美誇示要求。④民衆のエネルギーを集
約する点としての中心の器を担うという中心要求。以上を踏まえ、モニュメン
タリティの創出に関する概念的実態を整理した。
第３章では前章で抽出した要求の具現化手法を分析を行った。これらの要求は、
抽象的な概念を具象的に表現するために、要求の内容を意図する「性質」を担
保する手法を用いることで段階的な構造を示す。ここから23の性質を抽出し、「物
質の特性」を捉えた性質、「形態や構成の特性」を捉えた性質、「概念的特性」を
捉えた性質の 3 つの段階に分類した。この指標をもとに前章で抽出した要求と、
それを担保する性質の相関を示し、要求から性質への段階の実態を示した。
次に性質を手法へと変換する段階の実態を示す。それぞれの手法が適応されて
いる構成単位を「エレメント」「構築物」「空間」「環境」の 4つに分類した。また、
その手法を「物理的操作」と人間の思考や行動を介した「非物理的操作」に大別
し、物理的操作は仕上げ素材や立面構成からなる「表層」操作、構造・図式・形
式からなる「形態」操作、光による「照度」の操作、形態よりも抽象的段階とし
て「構成比」、「規模」の操作に分類する。非物理的操作としては、利用される用
途・機能によって行われる人間の行動によって創出される手法を「行為」の操作
として、創出手法の操作内容・対象と各性質との関係性を示し、その所在を明ら
かにした。
モニュメンタリティの重大な要件の一つである群集の統合を象徴するための手
法としての焦点の創出を、動きの視点で考察を行った。動きは視界内の焦点の変
動、視界（視線）自体の変動、視点（人）の動きの 3 つを定義し、事例より 5つ
の型【上昇型】【対峙型】【軸線型】【求心型】【広場型】を抽出した。これらの 5
つの型は群集の動き・活動の空間とそれらを統合するための焦点性の関係を示し、
より統合的な上昇型から活動的な広場型までの段階を提示している。
第 4 章では前章までに求められた知見を生かし、現代の民衆の在り方を表象す
るモニュメント建造物の設計を行った。現代は個人化が進み都市部では共同体の
存在が解体した 20 世紀末から、21 世紀の縮小社会に入り再び共同体の存在の重
要性を認識し、まちづくりやコミュニティを形成しようとする流れが起こりつつ
ある一方、個人の隔立からは逃れられないようになっている。そこで、敷地を都
市の過密地域である渋谷とした。そこには浴場施設やバー、ライブハウス、広場
などの都市的群集の空間を、前章で抽出した焦点創出の型をもとにそれぞれに適
した統合空間を創出し、ひとつの建築に共存させる際に永続・賛美誇示・中心を
担保することで、個の空間に身を置くことと、そこから選択的かつ時に偶発的に
多様な共同体へと至る状況の設計を行った。
結章では総括と展望を示す。現代における実空間に対し証言物としてのモニュ
メント建造物の有用性と、都市を形作る構造物としての役割を提示した。
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序章　モニュメンタリティの歴史
introduction.  the history of monumentality
1-1．背景と目的
1-2．言語的定義
1-3．通史
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古代より建築は国家の権威的象徴、人類の興亡の痕跡としてデザインが導入
されてきた。それは、特に陸続きで国家間の戦争が絶えなかった西欧諸国にとっ
ては、恒久的・不変的建築をつくることは国家を築くことと同義であり、時に
それらは敵対国家への威圧的様相を呈し、誇示するようなデザインとして象徴
的な建築をいくつも生み出してきた。
18-19 世紀の近世になり、モニュメントは一大ブームを迎え、あらゆる偉人、
権力者を讃えるためのモニュメントが建造されていき、それは建築界において
も例外ではなかった。その時代は古典的なものへの回帰が見られ、それまでの
バロック主体の建築から、新たに新古典主義としての建築観へと移行していっ
た。それらの建築は古典建築に見られる「モニュメンタリティ」を重要な要素
として新古典建築を再び様式的に引用するようになったのである。
20 世紀への変わり目になって、産業革命を契機に起こりつつあった近代的な
工業建築はそのような様式的建築を内実の伴わない形骸として否定しだした。
新古典建築に見られるモニュメンタリティ (記念性 )も権威的な表層だけが表
現され、記念の内実を有してないものとして 20 世紀初頭、近代の合理建築に
とってかわられた。
その後の第二次世界大戦という世界を巻き込んだ国家間抗争に際し、各国で
ナショナリズム的思想が広がり、その証言物としての国家的建築に再び権威性
は導入されるようになっていったが、それも戦争の反省とともに、そうした国
家を象徴する行為、建築が忌避されていくようになった。
こうしたモニュメンタリティに密接に結びつく権威性などのイメージが先行
し、忌避されてている中、近代における建築史家のジークフリード・ギーディ
オンは、人々は常に自らの社会や生活を象徴的に表現する具現化物を望むもの
であり、建築の時代を表象するという役割・思考が欠如して形成された都市は
象徴としての都市中心を持たず、真の記念性を持つ建築は人々のよりどころと
なる都市空間を形成する可能性を持つと述べた。社会の表象物としての位置づ
けの重要性を説いたのである。
モニュメンタリティをその外的要因が生み出す権威性等によってとらえるだ
けでなく、ギーディオンが述べたように記念建造物に対する人々の要求、モニュ
メンタリティの担う役割などの内的要因がいかなるものかを考察することが、
建築のモニュメンタリティを考察するうえで重要になることなのである。
本研究は、モニュメンタリティに対する要求を抽出・整理することでモニュ
メンタリティの果たすべき役割を提示し、、それらの具象化としてのデザイン
要素を対照することでモニュメンタリティを創出する構造を示すものである。
1-1．背景と目的
ジークフリード・ギーディオン (1888-1968)
スイスの建築史家、都市史家、建築評論家、
美術評論家、建築及び都市の研究者。
1928 年結成の近代建築国際会議 CIAM に参
画し、最終の 1956 年の第 10 回まで、同会
書記長を務める。
自著である『現代建築の発展』のなかで新
しい記念性を著述しており、その中にフェ
ルナン・レジェ ( 画家 )/ ホセ・ルイ・セル
ト (建築家・都市計画家 )/ ジークフリート・
ギーディオン ( 建築史家 ) による共同討議
である「記念性に関する 9 つの要諦」がま
とめられている。
近年、20 世紀末から 21 世紀は情報化の社会としてその技術力の浸透や依存は
絶大なものである。1995 年の windows'95 の発売を契機として、その情報社会の
拡大はすさまじく、情報メディアもテレビや雑誌、新聞などの占めていた位置
を次々と侵食している。こうした情報社会に我々は適応し、近年は SNS（Social 
Network System）などの発達によって、我々は情報空間に人とのつながりやコ
ミュニティを求め、実空間（特に都心部）においては個、プライベートの隔立
した社会に属するという二面的な構造を持っている。そうした社会に居心地を
よくし、生活している人は大多数である。
現在では東日本大震災や 50 年後には半数になるといった本格的な人口減少のは
じまりもともない、コミュニティの存在というのは社会全体から改めて希望さ
れるところにある。しかし、現代ではそれを情報空間に求めているといったよ
うに、一度手にした個人・プライベートの強い生活や空間は欠かせないものに
なっている。SNS は個に身を置きながらコミュニティ空間を選択するといった都
合のよい関係が求められている現代社会の象徴ともいえる。
そこでひとつの大きな問題が、情報空間というものが実態のないものであると
いうことだ。実体として残らないというのは後世に対して現代の人間社会の証
言物・ドキュメントとしての役割を担うことができないということである。ま
た共同体の在り方を示すという役割、その器としての建築が求められるべきな
のではないだろうか。建築の抱えるひとつの大きな価値・役割としての実体の
創造するという行為を現代の人間社会の共同体の在り方の象徴という形で行使
していかなければならないのである。
そこで、ここではそうした SNS といった現代社会の象徴ともいえる情報空間、
そこに見られる個と共同体の関係モデルを実体化するとともに、モニュメンタ
リティのもつ民衆のエネルギーの器としての知見を実空間に落とし込むことで
21 世紀の人間社会の共同体の器を、ひとつの時代の象徴として構築することを
目的とするものである。
設計提案における背景
象徴
抽象的な概念、形のない
事物を具体的な事物や形
によって表現すること。
または事物の側面、一点
を、強調表現すること。
記念
思い出となるように残すこと。ま
た、過去の出来事・人物などを思い
起こすこと。
記念性・記念碑性
将来に伝達するために残しておく
性質。記念碑性はあらゆる記念碑化、
具現化するための条件や性質。主に
永続性を担保するための外的性質。
時間概念の付加
表現
主体的な思想や感情など
を，客観的な形あるもの
として表す (文学・音楽・
絵画・造形などの芸術 )。
または外にあらわすこ
と。
表象
象徴的にあらわすこと。知覚的、
具象的であり、抽象的な概念や理念
とは異なる。
※象……物の形。目に見えるすが
た。
可視的・象の形成
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公共的な記念の目的から、特定の人物や事件などを長く後世に伝えるために設立され
る建造物の総称。広義には、そのものが残っていることで過去の事実を知ることがで
きるあらゆる遺物を指す。モニュメントには一般的に不動性、不変性、永遠性、壮大
さなどのモニュメンタリティ（記念性）が要求され、形容詞形であるモニュメンタル
（monumental）は、こうした属性をもった造形作品に対する評価の要素として用いられ
ている。このなかで建築におけるモニュメントの扱われ方はより多義的であり、磯崎新
の「大文字の建築」を巡る一連の言説では、建築を取り巻く歴史的な環境を俯瞰したう
えで、建築が必然的にもつモニュメンタリティについて言及している。また、小林康夫
は建築の最も深い欲望として非居住空間を構築することを挙げ、人間の営みとしての“歴
史”を指示するモニュメントの欲望が建築に本性的に存在することを示唆している。
1-2．言語的定義
山中新太郎氏の定義では、後世に対し記念・表象したい内容を不変的かつ永続
的に、そしてそれを記念的ドキュメントとして強調して残すことを目的とした
属性として、不動性・不変性・永遠性・壮大さが挙げられている。
抽象的な概念や感情・思想を具体的な形やイメージとして表現するのが象徴。
さらに過去を振り返る装置を目的としている、または結果としてそうなってい
ることを記念としている。
象は視覚化されているものの姿のことを指しており、表現と表象の違いはとも
に抽象的な側面などを表す手段であるが、表現は言語化なども含め全般を指し
ており、表象は特に視覚化する表現のことをいう。
―　モニュメント (現代美術用語辞典 )　―
―　象徴と記念 (性 )　―
山中新太郎 (1968-)
日本の建築家。神奈川県鎌倉市生まれ。
2001 年、東京大学大学院工学系研究科博士
課程修了。大学院では原広司に師事。
2000 年、山中新太郎建築設計事務所設立
2013 年 -、日本大学理工学部建築学科准教授。
―　表現と表象　―
ピラミッド
エジプトに散見する墳墓であり、クフ王の
建設したものが最大とされており、階段状の
ピラミッドからこのような四角錘のものまで
あり、その形態の根底には天へと上昇するた
めの装置の象徴の意味合いがあり、墓という
機能に対し死後の世界を考慮した意味が込め
られている。
国王が奴隷を用いて建設した説や、民衆が
河川の氾濫時期に国家的事業として率先して
行った説など諸説存在する。
日本の記念碑性
「エジプトの文化」「中世のキリスト文化」「英
米の金権的世界支配の欲望」つまりピラミッ
ドやカテドラル、スカイスクレーパーのよう
な「人を威圧するような量塊」に頼らず、緑
も豊かな自然の中に「大地を区切り」「一筋
の聖なる縄で区切る」ことだった。それこそ
が、日本古来の伝統にふさわしい、建築と自
然が一つになってかもす記念碑性である、と。
丹下健三（p88）/ 丹下健三・藤森照信
絶えることのない隣国との戦が、ゲルマン
民族の地でも起こっていた。中世以来唯一強
力な権限を持っていたのは東西帝国の主、法
王のみであった。西ローマ帝国は、アビニョ
ンに帝都を移した時期があったくらいだが、
東ローマ帝国はコンスタンチノープルから北
へ北へと帝都を移していった。この現象が西
欧と東欧の大きな違いであろう。西側の共和
国はそれぞれ戦争の度に戦勝国はその記念と
してモニュメント建造物を建造し、代々伝え
るため碑文も残されている。それは街の門、
凱旋門、築城、大聖堂、城壁の大規模化を促し、
国の安全と安定を図った。城壁内の都市計画
はより有能な建築家、彫刻家、画家を遠隔地
からでも呼び寄せ、より強固な都市作り、よ
り美しい建造物を建立していくこととなる。
論文 :都市環境におけるモニュメント建造物
【古代】
記念建築物はあらゆる民族、国家などに象徴として要求され、それが永続的に
維持・持続されるように図られ建設されてきた。後世に対し、その集団の繁栄
や文明、思想の表象物として具現化されてきた。
ピラミッドに代表されるように、クフ王という個人の墓としての機能に対し、
王政の権力、文明の栄華など強大な国家の記念として、その巨大な構築物は現
代にまでその姿を残し、かつ現代のエジプトの国家的ランドマークとみなされ
ている。
古典建築に始まる建築様式に対しても、各時代の民族性や文化を代表する抽象
的表現 ( 壮麗さ・壮大さ・素朴さ etc.) の具現化物として装飾が施されており、
それらはその時代・民族精神の表象物として扱われてきた。特に、ギリシアや
ローマに端を発する古典様式においては、その重厚な造りによって担保される
耐久性が様式そのものにモニュメンタリティを与えているとされ、モニュメン
タルな建造物の規範としてしばしばみなされてきた。ギリシア建築の遺跡群は
神殿だけではなく劇場や広場などの民衆のための空間も主題的に構築されてお
り、特徴的な円形劇場やアゴラ（広場）などは民衆中心とした民主主義文明の
実用的空間であったとともに、その国家として統合された姿を象徴するという
役割を担っていた。このように、統合された共同たちはその自信の象徴として
の空間を創造し、それは時代の証言物として機能するようなものであった。
そもそも古代においては、現代のように多様な職などによるライフスタイルの
多彩さはなく、寿命も短命であったため、建造物を永続的なものとして残すと
いうことは、ひとつの人生における主題であったと考えられている。また、欧
州の陸続きである環境から発生する隣国間の戦争において強大な国家を誇示し、
また、外敵に屈しない堅固な建築というのは、時代の要請する必須条件であっ
たと考えられ、そうした点からモニュメンタリティのデザイン要素の根源を求
められるようになっていく。(後者の観点から、島国で外敵との抗争を歴史上あ
まりしてこなかった日本において、モニュメンタリティという建築の役割はあ
まり見られないとされてきた。）
1-3．通史
ニュートン記念堂計画案
1784 / E.L. ブレー
王立図書館再建案
/ E.L. ブレー
ラ・ヴィレットの関税徴収所
1784 / C.N. ルドゥー
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ロバート・ヴェンチューリ（1925-）
アメリカ人建築家。プリンストン大学卒業
後、ローマに留学。エーロ・サーリネン、
ルイス・I・カーンに師事。1991 年のプリツ
カー賞を受賞。
主著『建築の多様性と対立性』（1966 年）、
『ラスベガス』（1972 年）などにおいて、禁
欲的に装飾を否定したモダニズム建築を批
判し、連想による象徴主義の重要性を説き、
それと共に、現代的な記念性の在り方を提
示した。
システィーナ礼拝堂 /（1483）
ローマ教皇の皇帝であるバチカン宮殿の礼
拝堂であり、内部の壁面・天井の至る所に
盛期ルネサンスを代表する芸術家による絵
画で埋め尽くされており、明るく巨大な一
体空間がつくりだされている。
教会堂の設計はバッチオ・ボンテッリに
よって手掛けられたものである。
エティエンヌ・ルイ・ブレ（1728-1799） 
フランス革命期の建築家。実作は少ないが、
ニュートン記念堂など幾何学的で特異な形
態の建築計画案を残している。18 世紀半ば
からの新古典主義の流れの影響も強く受け
ている。
1762 年には建築アカデミー会員に選出さ
れ、プロイセン王国のフリードリヒ 2 世の
主任建築家となる、国家的建築家であった。
クロード・ニコラ・ルドゥー（1736-1806） 
フランス革命期の建築家。革命前は王室建
築家で、1789 年の革命後は投獄され実作の
機会を失ったが、1804 年の著作で、かつて
設計した「ショーの製塩工場」を中心にし
た理想都市像を描いた。
実現しなかった建築の計画、スケッチを多
く残しており、例えばピラミッド型や円形
の建物など幾何学的なデザインを用いた構
想が特徴的である、新古典主義建築家であ
る。
【中世】
これらの古代の国家文明の神殿建築とともに建築の主題へと勢力を高めたのが
キリスト教を主とする宗教建築である。宗教信仰という思想を共有した共同体
のための記念建造物としてその勢力は強め、国家的建築以上にその民衆の場と
して果たす役割は大きいものであった。宗教的建築の記念性に関してアメリカ
の建築家ロバート・ヴェンチューリ (Robert.Venturi）は自著「ラスベガス」で
以下のように述べている。
『建築の内部空間における古い記念性 (教会堂の身廊 )。連帯感を持った
民衆のための空間。それは記念性を求めんがため天井が高く、偉大なる
建築を明確にせんがために、窓や照明が付けられ、内外の一体化を図る
べく自然光が取り入れられた、連帯感を持った民衆のための広々とした
場であり、整頓された空間である。』（R. ヴェンチューリ）
このように宗教勢力の強大さを外観の荘厳さによって表象するだけでなく、そ
の空間の主体となる競争体がいかに統合されているかを象徴する建築構造はモ
ニュメンタリティの要素として常に重要な位置づけを占めてきたのであり、現
代からみてその時代の記念建造物としての役割を担っているのである。
【近世】
革命の時代であった近世に入り統治体制として民主化が叫ばれる中、あらゆる
モニュメントが建造される。H. ゼードルマイヤーの著書「中心の喪失」では、
時代の主題的建築となるものが宗教建築、宮殿建築からモニュメントや公共建
築 ( 図書館や博物館、庁舎など）に変化していると述べている。時代の背景と
して近世の民主化は民衆の中（王政以外の場所）に英雄を求める傾向にあり、
それは時に軍人であり、政治家であり、科学者であった。そうした英雄を記念
するための建造物としてモニュメント建造物は導入されていったのである。こ
こではモニュメンタリティに対して明確な記念の対象となる事物、人物が現れ
ているのである。
この時代にモニュメント建造物を牽引していった革命的建築家、ルドゥー、ブ
レ、ルクなどはその実作品はあまり残していないが、机上にはその思想ととも
に偉大なモニュメントとされるものがいくつも見受けられる。彼らは、そのデ
ザインのルーツとしてピラミッドや球形などのより完璧な幾何学を求めたもの
が多くみられる。
当事のロココ芸術に見られるような装飾多過な建築ではなく、荘厳さや厳粛性
を備えた建築の模索として、古代ギリシャや古代ローマの古典的建築が参照さ
れるようになる。それは当時の時代背景からも影響を受けるものであり、近世
の王政や階級社会への抵抗によって発展した革命期、人民は自由な民主社会を
獲得することに尽力し、それを勝ち取った時代であった。そうして立ち上がっ
た国家は、その政治状況から古代ギリシャや共和政時代の古代ローマ民主社会
は様式としても引用されていくことになり、時代の国家的建築、主題的建築と
して民衆の建築を構成していくのである。このように、民衆社会を確立しよう
としていたこの時代に、古典建築のもつ民衆の興亡の証言物としての意味は強
く影響を与え、それを担保する重厚なデザインとして用いられているのである。
しかし、19 世紀に入るとあらゆる建築が新古典主義であふれていく。その様式
に反映された構造的理念や本質を欠いたものは、単なる形態、もっと言えば表
層の様式的引用でしかなくなり、そこに内在する意味は失われていったのであ
る。そうした歴史主義的な建築教育をして圧倒的勢力を誇っていたボザールな
どのアカデミズムは、批判されるようになり近代へと時代は移り変わっていく。
【近代】
産業革命によって技術力を争う近代社会へと突入していく。近代建築は量塊的
な新古典建築に対する反発として、工場のような鉄骨骨組みで構成されている
ような建築を理想とした。そこでは技術面で時代遅れであり、また新たな機能
美という価値観に反する様式的新古典主義への批判が向けられるようになる。
当事の新古典建築は本来の古典的力強さを持たない様式や形だけを引用してい
る形骸として批判されるようになり、新古典主義とモニュメンタリティを同義
としてモニュメンタル建造物の存在価値に疑いがあてられていくようになる。
1928 年の CIAM の会議で発表されたラ・サラ宣言において、新古典主義建築を
築いてきたアカデミズムは完全に終焉を迎えたといってよい。その後の近代建
築はバウハウスに代表される工業的建築が、社会の発展に伴う建築の量産化と
連動して主要なデザインを抑えていくことになる。
しかし、近代建築がモニュメンタリティを創出していなかったわけではなく意
識的にしろ無意識的にしろ帯びることになった。それは、ポストモダンの立役
者の一人ヴェンチューリが『ラスベガス』で著述している。氏はミース・ファン・
ローエやポール・ルドルフの建築作品を引き合いにしながら、近代建築はその
工業的なデザインを機能美としてきたが、それを主張することによって機能か
ら外れたところでも近代技術を象徴するデザインをしているとして、批判した。
この批判は、近代建築が機能から外れた象徴を帯びていることでも、そのデザ
インでもなく、建築が象徴を帯びることは避けられないものであるということ
であり、その象徴を意識的にデザインするべきであるということである。
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【戦時期】
20 世紀の世界大戦期においてモニュメンタリティはナショナリズムへと巻き込
まれていった。特にイタリア、ドイツ、日本といったナショナリズム国家では、
建築のによって国家を誇示する力というのは役割として大きなものがあり、プロ
パガンダとしての建築的特性を帯びるようになっていったが、ナショナリズム国
家の敗退とともに、そうした国家主義的歴史は過ちとして認識されるようになっ
ていき、モニュメンタリティ自体の存在意義も同義的に失われていくようになる。
【20 世紀後半以降】
70 年代にヴェンチューリがラスベガスで著述した内容によると、モニュメンタ
リティの記念対象は従来の統一された共同体のようなものから、個というものへ
と変化していった。それまで宗教建築のように巨大な内部空間の中に内包される
民衆のためのモニュメンタル建築ではなく、天高は個人スケールに合わせて低く、
その空間は薄暗く、かつ永遠的に広がっていく平面を持った建築こそ、現代の孤
独な群衆といった単位を表象する建築として、新しい記念性を帯びていると述べ
ている。
また、戦後において賛美的事象がなくなりつつあるということもモニュメンタ
リティに変化を与えている。それまで戦勝を記念する役割を強く持っていたモ
ニュメントも、第二次世界大戦という人類の破滅を思わせる戦争の前には賛美す
る余地を見せず、その記念対象は負の事件を残す、記憶するという義務的性質を
もったモニュメントが主流となっていった。
時代 社会区分 建築論モニュメンタリティの動向・地位
中世
古代
墓地建築・神殿建築
精神的統一・共有の象徴
ヒロイックへの希求
英雄の記念。
様式による形骸化
技術(即物)の台頭
プロパガンダへの動員
権力の表象・誇示
モニュメンタリティの忌避
負の記念碑（戦争の惨劇）
ドキュメント要請
新しい記念性
孤独な群衆
古代
宗教主導の時代
精神的統一が共同体建
築そのもの。
民主化の時代
労働者階級による革命
産業革命（技術の時代）
民主主義の確立
ナショナリズム
国家総動員
戦争に対する反省
国際化の進行
（国家の解体）
個人の隔立
国際社会
共同体の解体
縮小社会
情報社会
まちづくり
共同体への回帰的意識
近世
近代
戦間期
現代Ⅰ
1945 ～
現代Ⅱ
1970 ～
新現代
R.ヴェンチューリ
新しい記念性
「中心の喪失」
記念性の9原則
場の記念性
丹下健三
S.ギーディオン
H.ゼードルマイヤー
？
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2-1. 象徴要求
　　2-1-1. 象徴内容
　　2-1-2. 記念対象
2-2. 永続要求
2-3. 賛美誇示要求
2-4 中心要求
　 
小結
第 2 章　モニュメンタリティに対する要求
 Ⅱ .  the requirement for the monumentality
モニュメントは人間の理想・目的・行動の象徴であり、創られた時代の
あとまで生き延び将来の遺産となる。
過去百年間、我々は記念性の価値引き下げを目撃してきた。
モニュメントのための敷地が計画されなければならない。
動く要素は絶えず建物の様相を変えることができる。風や機械によって
(中略 )違う影を投げかけることによって、新しい建築的効果の源となる。
支配者は平均人と同じように思考方法と感情方法の断絶を経験しており、
創造的な力だけが都市中心のモニュメントや公共建築を創る。
戦後の国家経済の全機構の変化は、コミュニティ生活の組織化をもたら
すかもしれない。
モニュメントは建築と都市、これらの広い計画図の中でもっとも強力な
アクセントを構成すべきもの。
過去の時代は象徴を創造する権力と能力を持っていた。モニュメントは
統一的意識・統一的文化を要する。
モニュメントは最高の文化的要求の表現で、民衆の感情・思想を表現し
たものである。
ⅰ.
ⅱ.
ⅲ.
ⅳ.
ⅴ.
ⅵ.
ⅶ.
ⅷ.
ⅸ.
永続性・将来の遺産
民衆感情・思想の表現
集団の統一的意識
新古典の疑似記念性批判
都市中心としての建築
コミュニティ生活の組織化
創造的力の役割
都市中心として敷地の重要性
現代技術・素材の動き要素
現代建築の発展 /S. ギーディオン 中心の喪失 /H. ゼードルマイヤー
-記念性の９原則概略 -
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ハンス・ゼードルマイヤー (1896-1984)
オーストリア、ウィーン学派の影響下に中
世美術・建築を専門とした美術史家。
19世紀以降の西欧ヒューマニズムの崩壊を
総合芸術からの兆候を示し、その 1 要素と
して近世に主題的建造物であったモニュメ
ントに関して著述。
ホセ・ルイ・セルト (1902-1983)
スペイン・カタルーニャの建築家。カタルー
ニャ語ではジュゼップ・リュイス・セルト。
バルセロナ建築大学を卒業。ル・コルビュ
ジェの下で所員として無給で働いた後に独
立。 1920 年代からトレス・クラヴェ、リカ
ルド・チュルカなどと GATPAC の設立に参加。
その後アメリカ、ケンブリッジに移り住み、
ハーバード大学などで教鞭を執る。1952 年
から 69 年までイエール大学学部長、同大学
で教鞭をとるほか、ハーバ－ド大学デザイ
ン大学院の院長も務めた。
1981 年 AIA ゴールドメダル授与。
フェルナン・レジェ (1881-1955)
20 世紀前半に活動したフランスの画家。ピ
カソ、ブラックらとともにキュビスム（立
体派）の画家と見なされるが、後にキュビ
スムの作風から離れ、独自の様式を築く。
1897 年からカーンの建築家のスタジオで修
業した後、1900 年にパリに出た。
1920 年、建築家のル・コルビュジエと知り
合い、以後、ル・コルビュジエの設計した
建築の壁画を担当することが多くなった。
第２章　モニュメンタリティに対する要求
モニュメンタリティの創出は建築形態のみでは語ることはできず、政治的、社
会的要求を受けて、その要求者としてのエネルギーの総結集として具象化してい
るのである。では、いかなる要求を受けているのか。第 2章では、要求内容を言
説を中心に抽出していき、建築物へと落とし込まれる前段階の要求の実態を示す。
扱った文献は主に以下の 2 名の論考である。S. ギーディオンの『現代建築の発
展』、『記念性の 9 原則』という論考、また、H. ゼードルマイヤーの『中心の喪
失 -危機に立つ近代芸術 -』を中心に言説から抽出を行った。
現代建築の発展の中に著述されている記念性の 9 原則は、画家のフェルナン・
レジェと建築家、都市計画家のホセ・ルイ・セルトとともに議論し、まとめた記
念性の 9の要綱を収録したものであり、近代建築への移行に際し記念性の定義を
改めて見つめなおし新しい記念性として提示している。
中心の喪失では、近代芸術にみられる動向を徴候として示し、主題的建築の変
遷を提示した。そのひとつとしてモニュメント建造物が中世の宗教建築に代わり
近世の主題的建築としてとってかわり、都市の中でモニュメントの役割が変わり
つつあることを述べている。その中では、主に近世のモニュメントの在り方に関
して多くを著述している。
モニュメンタリティは民衆や国家の生活や興亡を象徴する要求がある。それは
記念性の記念の対象になる特定の事象から、その時代の潮流としたものまで様々
であるが、抽象的概念や事象を形のあるものに具象化しようとすることである。
S. ギーディオンは民衆感情・思想の表現や統一的意識の創出をモニュメンタリ
ティの重大な要件としており、理想・目的・行動などの抽象的なものに形を与え
る、象徴する要求を内包していると述べている。そこに込められている宗教的信
仰や社会的信条がエネルギーとして集まったところにモニュメントは発生し、そ
のエネルギーの大きさはより壮大なモニュメントを創造するとしている。
モニュメントは人間が理想、目的、行動の象徴としてつくった人類の道標だ。それ
はつくられた時代のあとまで生きのび、そして将来の世代への遺産となるように意
図されている。このようにしてそれらは過去と未来を結ぶ連接環となる。
記念性の 9原則 /S. ギーディオン
‘記念性　一つの永遠的要求’　
「記念性は、民衆が活動のため、かれらの運命や興亡のため、宗教的信仰のため、
そして社会的信条のための象徴をつくりだしたいという永遠的要求から由来する。」
現代建築の発展 /S. ギーディオン
2-1．象徴要求
無形対象空想世界 有形対象実世界
感情
状況
高揚感  
崇拝
力強さ  
静けさ
飛翔感  
栄光
一体感  
祈り
内省的  
苦難
悲愴感  
不安感
荒野  
地球
生命  
死没者
紋章  
爆心地
水（被爆者の）
軌跡  
開拓精神
生死  
理想主義
思想  
時間
秩序  
追放
移住  
伝統
現代性
人間社会  
実世界
死後の世界
霊魂    
神格
天上界  
精神界
黄泉の国
拡張  
惨劇
喪失  
不安定
個  
統合
No. 事例名 設計者 設計年
01 ニュートン記念堂 Ｅ.Ｌ.ブレ 1784（構想）
02 第三インターナショナル記念塔 Ｕ.タトリン 1919（構想）
03 宇部市渡辺翁記念会館 村野藤吾 1937 
04 ベルリン改造計画 Ａ.シュペーア 1938（構想）
05 大東亜忠霊神域計画 丹下健三 1942（構想）
06 広島平和記念聖堂 村野藤吾 1950
07 原爆堂 白井晟一 1954（構想）
08 広島ピースセンター 丹下健三 1955
09 ＴＷＡターミナル Ｅ.サーリネン 1962
10 イェール大学学寮 Ｅ.サーリネン 1962
11 ジェファーソン記念碑 Ｅ.サーリネン 1964
12 東京カテドラル 丹下健三 1964
13 国立屋内競技場 丹下健三 1964
14 ユダヤ600万人犠牲者の追悼碑 Ｌ.Ｉ.カーン 1974
15 フランクリンコート Ｒ.ヴェンチューリ 1972
16 ルーズベルト記念公園 Ｌ.Ｉ.カーン 1974
17
ブリオン家の墓地 Ｃ.スカルパ 197818
ベトナム戦争記念碑 マヤ.リン 198219
紙の教会 坂茂 1995（仮設）20
水俣メモリアル Ｇ.バローネ 199621
ユダヤ博物館 Ｄ.リベスキンド 199922
長崎原爆死没者追悼平和祈念公園 栗生明 200223
新八代駅前モニュメント 乾久美子 200424
ホロコースト追悼慰霊碑 Ｐ.アイゼンマン 200525
26 クライスト・チャーチ 坂茂 2011（仮設）
27 リフレクティング・アブセンス M.アラド
記念対象
アイザック・ニュートン
ロシア革命・人民の開放
炭鉱業
Ａ.シュペーア
丹下健三
原爆後の平和
原爆の惨劇・平和
原爆・平和
　　-
　　-
西部開拓
　　-
　　-
ホロコースト
　　-
フランクリン・ルーズベルト
ブリオンヴェガ創始者夫妻
ポンピドゥー・センター Ｒ.ピアノ 1977
ベトナム戦争死没者
　　-
水俣病
ホロコースト・ユダヤの歴史
長崎原爆・平和
　　-
ホロコースト
　　-
9.11.WTCテロ
- 対象事例リスト -
- 抽出した象徴内容 -
古い記念性 (ラスベガスより ) 民族の統合を象徴 /パンテオン
新しい記念性 (ラスベガスより )
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象徴の要求は象徴する対象が何かによってそのモニュメントの性質や用途は変
わってくる。何を表現するための建築か、ということである。その象徴内容の詳
細を以下の表に記した 27 事例を対象に抽出し、類型する。
各事例の文献を中心に抽出した象徴の内容を以下のように分ける。
　・空想世界…死後の世界などの風習や宗教によって信じられてきた世界観
　・実世界……現実社会における事を象徴内容とする枠組み
　・感情………人間の心の中の事象として感情の象徴とする
　・状況………人間を取り巻く環境や社会の状況を象徴するもの
　・有形対象…実際の物質や人物など形のあるものの象徴
　・無形対象…形のない概念や思想などの象徴
2-1-1．象徴対象
実際の世界の概念や物などの象徴か、空想の世界のことで実体のないものを想
像する象徴なのかで大きく２つに分類する。死後の世界などの空想の世界感は、
昔から象徴の対象の中心として重視されてきた。更に、実際の世界の中を人間の
内に形成される感情と人間を取り巻く環境や社会などの状況に分類する。状況は
より全体的、総括的な状態を表した言葉を分類しており、喪失や惨劇、個や統合
といったものを示す。さらにそれらを形成する要因となる、対象物を無形対象と
有形対象の 2つに括り分類していく。
象徴内容の中で、状況に含まれている個や統合というのは特にモニュメンタリ
ティにとって重要な要素であり、従来から統合の証言として動員されたモニュメ
ンタリティの主要な象徴する要素である。
また、対照的概念である個というのも従来の共同体を有する社会ではなく個人
化の進んだ現代において重視されるようになったもので、ヴェンチューリは現代
の象徴として重視し、以下のように述べている。
一方、新しい記念性 ( 身廊のない礼拝堂 )、孤独な群衆のための空間、それは、空
調経費の関係上天井は低く、広がりを限定しないようにするべく壁際は暗くされ、
壁にはやわらかな素材が用いられ、きらめく照明は建築ではなく人や家具を照らし
だし、内部に固有の様式と役割をつくりだすべく外部とは隔絶された空間である。
見ず知らずの人たちのための迷路。物や象徴が建築を圧倒する。(ｐ 74 註 )
ラスベガス /R. ヴェンチューリ
ユダヤ博物館 /D. リベスキンド 広島ピースセンター /丹下健三
現代技術による強度 /ジェファーソン記念碑古代の石造（堅牢な造り )/ パルテノン神殿
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磯崎新 (1931-　)
大分県出身。丹下健三に師事した日本を代
表する建築家。ポストモダンを牽引した建
築家の１人で Any 会議などを主催。
1970 年の大阪万国博覧会の万博広場におけ
るロボット装置などを手がけ、その建築思
想を顕にした。
代表作品：筑波センタービル
ダニエル・リベスキンド (1946-　)
アメリカ人建築家。ポーランド生まれ。ポー
ランド系ユダヤ人で両親はホロコーストの
生存者。アメリカに移住しクーパーユニオ
ンにて 1970 年に建築の学士号を取得。アメ
リカの現代美術館 MoMA による『脱構築主義
者の建築』展に出展したひとり。
自身の出生から惨劇のモニュメントをいく
つか手がけている。
主要作品：ユダヤ博物館
　　　　　グラウンド・ゼロ
丹下健三 (1913-2005)
日本を代表する建築家。1938 年に東京帝国
大学建築学科卒業後、前川國男に師事。そ
の後東京大学に研究室を持ち、数多くの著
名建築家を輩出した。
在学中に参加した大東亜忠霊神域計画コン
ペで一躍名を馳せ、戦後も数多くの国家的
建築を設計してきた。日本独自の価値観と
して『場の記念性』を提唱した。
代表作品：広島ピースセンター
　　　　　代々木第一体育館
2-1-2. 記念対象
記念対象は時代の潮流や、感情などではなく明確な事件や人物、物などの記念
する対象である。これはすべてのモニュメントが持つものではなく、記念物、記
念碑というひとつの建築のタイプを規定する要素になる。
近年は戦争等の巨大事件や惨劇を目の当たりにした社会のひとつの建築的回答
として有名なメモリアルが多数生み出された。これらは、民衆的エネルギーの結
集というものではなく、残さなくてはならないドキュメントとしての必要性が大
きなものである。こうした事件などの記念碑はその時の一点を捉え保存したもの
であり、より不変的なものが求められるのである。
また近年の動向を建築家の磯崎新は以下のように述べている。
近年の建築が記念する対象は悲劇的な事象がほとんどで、残さなければならな
いドキュメントであるとしている。その代表作がダニエル・リベスキンドのベル
リンにあるユダヤ博物館であると述べている。ユダヤ博物館はナチスドイツによ
るホロコーストという表象し難い惨劇を、ドキュメントとしてどう表現するかと
いう大きな課題を抱えていた。リベスキンドはその悲劇、バラバラに刻まれたユ
ダヤ文化の歴史を表象するかのような建築形態と外観、またその悲劇を表象する
ことの不可能性をあえて示した何もない無機質な不在のヴォイドによって見事に
悲劇のモニュメントを形成した。
同様に惨劇の表象の不可能性を示したのはほかにもある。丹下健三による広島
ピースセンターである。これは、建築を作ることによって表象するのではなく、
既存の原爆ドームに借用して、その周辺環境を形成することで可能にした。
これらが示すように、象徴の仕方は近年の惨劇の記念という事態によって変わっ
たとも行き詰まったとも言える。
事件
賛美
記憶
革命
戦勝
戦災
(ホロコースト・原爆 )
時代潮流 平和
人物
偉人
権力者
不特定
科学者
政治家
哲学者
国王
政治家
企業家
死没者
民衆
昔から戦争に勝った記念として様々な建築がつくられてきた。( 中略 ) ところが、
20 世紀も半ばを過ぎると、セレブレイトできるような出来事は起こらなくなる。
反モニュメントとしての建築 (対談 )/ 磯崎新
ピラミッドの永続
古代エジプトのピラミッドは永続すること
と象徴することは同義であった。それは当
時の平均寿命 35 歳という事実が関係する
が、性の時間の短さに対し、死後の世界、
その永続を希求し象徴するようになったの
だ。と同時に自身の功績としての成果、文
明や国家の成果を構築物として現世に永久
的なものとして作り上げようというもので
あった。
ピラミッドには国王が奴隷を酷使して作り
上げた権威の象徴とした説が一般的だった
が、あの強靭な永続的構造やピラミッドの
周辺に農民の居住地が見つかっていること
から、ナイル川の氾濫期に、農業の代わり
に形成された公共事業、最古のニューディー
ル政策であったのではないかという説が有
力とされている。
モニュメントの要件として、永続する要求の重要性があげられる。ピラミッド
のような古典的なモニュメントに見られるように、そもそもモニュメントは永続
性を追求した構築物であり、建築の追求すべき最も重要な課題であった。後世に
対して残し受け継いでいくものを造ること、それが永久的に存在することである。
2つの言説には以下のように著述されている。
近年では技術的な面での構造は発達し、強靭な建造物を生み出すことは昔に比
べ容易になり、不安定に見える構造形式でも十分な強度を持つものを生み出すこ
とは可能になった結果、過剰な強度は合理性の面から求められなくなってきてい
る。しかし、百年、千年と残すことを目的としているモニュメントとして現代の
技術は通用するかは疑わしいところである。と同時に、人々がモニュメントとし
て認識するのには見た目上に永続の要件を見て取れるということも重要な要素
で、モニュメントをモニュメントたらしめているのではないかと考えられる。
2-2. 永続要求
（モニュメントの）核心は、永遠性の根源的な体験にあり――ここで永遠性といっ
ているのは、時間のないものというのではなく、あらゆる時代を通して持続してい
るもの、物質的に滅びざるもの、つまり＜単なる無限性＞を言っているのだが――
例えば大地の本質、星、石、死、また言葉の本来の意味での建築といった、特殊な
永遠性と内面的に深くかかわりをもったもろもろのものの体験にあるのである。
中心の喪失 /ハンス・ゼードルマイヤー
モニュメントは人間が理想、目的、行動の象徴としてつくった人類の道標だ。それ
はつくられた時代のあとまで生きのび、そして将来の世代への遺産となるように意
図されている。このようにしてそれらは過去と未来を結ぶ連接環となる。
記念性の９原則 /ジークフリード・ギーディオン
リットリオ宮コンペ案 /A. リベラ エトワール凱旋門 /
放射状の都市構造 /エトワール凱旋門 オベリスク /ナヴォーナ広場
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モニュメント建造の始点となる要求である。
以下の言説を抽出した。
モニュメントが動員されてきた戦勝記念が示しているように、自国を賛美しそ
の功績を讃え、時にその権威を誇示する。そうした要求がモニュメントにはある
としている。近年、20 世紀後半になってからは戦争も未曾有の世界大戦によっ
て悲惨な、人類の滅亡を想像するに足る惨劇をもたらし終焉した。これによって、
単に賛美し祝勝するようなものではなくなり、決して忘れてはいけない、残さな
くてはいけないという義務感から生じる構築物へと、近年のモニュメントの役割
は変化していると磯崎は述べている。
2-3. 賛美・誇示要求
過去それぞれの社会が、宗教的祭儀、支配者の業績、時代を隠すような事件を後世
に伝えるために、自らの記念碑（モニュメント )をつくりだす（中略 )。
近代において民族国家が成立した頃、この記念碑が数多くつくられました。都市の
中核施設のみならず、都市そのものさえ記念碑に見立てられました。民族国家を自
らセレブレイトする意図を持ったためです。
記憶と建築 (対談 )/ 磯崎新
民衆は……記念性に対する渇望、喚起、誇り、興奮が満たされることを望んでいる
のである。……モニュメントは都市計画家、建築家、画家、彫刻家、造園家の作品
の統合であるからそれらの人々すべての間の緊密な協力を要求する。……民衆を統
治し支配している人々は……平均人と同じように思考方法と感情方法の間の断絶を
経験している。……創造的な力だけが、新しい都市中心のなかに統合されてわれわ
れの時代の真の表現を形成するモニュメントや公共建築物も建設することができる
のである。
記念性の 9原則 /S. ギーディオン
モニュメントは都市の中の中心として存在する要求を受けているとジークフ
リードギーディオンは述べた。中心の要求を述べる言説を以下に示す。
それは、国家の存亡を記すモニュメントとしての役割から来る、主題的建築で
あるという当然の役割ではあるが。
これらは、その環境においてモニュメントを中心とする配慮がなされるべきで、
その結果強力なアクセントを都市に創出するとギーディオンは述べた。
また、そうした中心的モニュメントの周りに群衆は集まり民族国家として形成
されているということを H. ゼードルマイヤーは示している。
2-4. 中心要求
……建物は孤立した単位として考えることはできない、……建築と都市計画のあい
だを区切る境界線はない。……それらのあいだには協同が必要である。モニュメン
トはこれらの広い計画図のなかでもっとも強力なアクセントを構成すべきものであ
る。
モニュメントのための敷地が計画されなければならない。……なぜなら記念建築は、
草木のように、どんな地方でも、半端な敷地に詰め込まれて立つことはできないの
だから。
記念性の 9原則 /ジークフリード・ギーディオン
フランス革命のお祭りのような、大規模な国家的な祭りの場合には、モニュメンタ
ルなものを求める傾向は群集にもあてはめられることになる。立方体状の祭壇の周
りには、軍隊や民衆が、まるで生命のない者の巨大な幾何学的な集団となって集まる。
中心の喪失 /ハンス・ゼードルマイヤー
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以上 4つの要求を言説より抽出した。
ここであらためてモニュメンタリティの定義をすると、日本語で言われる記念
性が示すような明確な記念の対象を有さないものでも、その人々の興亡の証言物
を示す。そしてそれを後世に永久的に残すこと、その環境を整えるために威厳を
示し中心として位置付けられることが求められている。
時代・文化・人の証言物を成立させる作用をモニュメンタリティとする。
小結
第 3 章　モニュメンタリティの創出
Ⅲ .  the creation of the monumentality
第２章で抽出した４つの要求を創出するための手法を抽出考察していく。
これらの要求はいずれも抽象的概念を含んでいるため、より抽象的な概念を具
象的に表現するために性質を介しているものが多い。この性質は、要求の概念を
意図する性質として要求を満たすのに寄与しており、さらに、その性質と手法ま
たはそれによって形成される建築空間が接続することで各要求の具象化を図って
いる。
時には性質を介さずその形態や意味が直接的にその要求の創出に接続している
ものもある。
例をあげると、村野藤吾の広島平和記念聖堂などは、外壁材に被爆地広島の灰
を含んだ土で焼造したレンガを用いることで、視覚的にはわからないが意味とい
う意味で原爆投下という歴史的事件の象徴要求に答えているといえる。
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第３章　創出手法
要求
性質
具現建造物
手法
村野藤吾 (1891-1984)
日本を代表する建築家。1911 年からの二年
間の従軍中に学問に興味を持ち、早稲田大
学の電気工学科に入学し、建築に転科。
その後建築家として実作を手がけるように
なるが、その時代の近代建築の波に対し、
古典主義的な外観や強い素材感などから、
モダニズムへの反動的建築家として位置づ
けられることもあるが、その創作性はひと
きわ高く、日本の建築家として丹下と並べ
てあげられる。
代表作品：広島平和記念聖堂
　　　　　日生劇場
3-1-1. 性質の 3類型
性質を介している手法に関して 3つに類型化する。
ⅰ )上昇や安定などの建築と直接的に関わりのない概念的特性を捉えた性質
ⅱ )対称や包含などの建築の形態・構成の特性を表す性質
ⅲ )無機や量塊などの物質の特性を捉えた性質
上述の 3 類型は、より抽象的なものから建築の物質レベルに至るより具象的な
性質になっており、概念的な性質を示すために直接建築に行くのではなく、形態
の構成や物質の特性を介するといったような、段階的な接続も取られている。
ニュートン記念堂はマッシブな形態からみられる物質の量塊的特性によって重
さのあるデザインであり、その重さゆえ不動性を創出し、その土地に永続的に存
在する要求を満たそうとしているものであるといえる。
開口のないマッシブな形態
↓
量塊性
↓
不動性
↓
永続要求
3-1. 要求を担保する性質
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3-1-2．性質の内容
下記のように 23 の性質を抽出し、前項で定義した３つの類型に分類する。
3-1-2-1．物質的特性を捉えた性質
以下の 4 つの性質を事例より抽出した。無機性・堅牢性・量塊性はともに簡素
で無表情な表層を形成するような特性であり、装飾性は対照に表情を生み出し、
表層の構成要素が多数介入してくるような性質である。
性質
装飾性
無機性
堅牢性
量塊性
内容
視界上にあらゆる要素が介入し修辞的な様相を
形成する性質。
物質の特性として無機質で簡素な様相を呈する
性質。
頑丈で強靭な様相を呈し、固められた建築な性
質。
物質の密実な塊を表す性質。その塊の示す体積
から重さを感じさせる。
u. 対称性
t. 求心性
s. 規則性
r. 包含性
q. 焦点性
q. 空性
o. 開放性
n. 画域性
m.非正面性
l. 不動性
物質形態・構成概念
k. 安定性
j. 完全性
i. 統一性
h. 威圧性
g.対比強調性
f.反復強調性
e. 異質性
d. 上昇性
c. 躍動性
v. 装飾性
x. 堅牢性
w. 無機性
y. 量塊性
要求内容
3-1-2-2. 形態・構成の特性を捉えた性質
以下の 9 つの性質を抽出した。対称性・求心性・規則性・包含性・空性・非正
面性は建築空間や環境などの形態の図式や形式を直接的にあらわす性質である。
また、包含性・焦点性・開放性・画域性などは建築の構成に寄与するものの、直
接的に図式などに接続することはなく、その機能を担保する構成の性質となって
いる。
性質
非正面性
画域性
開放性
空性
焦点性
包含性
規則性
求心性
対称性
内容
明確な正面を示す構成を排し、ヒエラルキーの
ない状態を創出する性質。
場と場を画し、別空間をへの変化を助長する性
質。
視界的、空間的に開けた状態を創出する性質。
周辺との対比で何もない、空のヴォイド状態を
創出する性質。
特定の点に集中させる（視覚的や動き的に )性
質。
空間やその中に入る人・物質を一体に包み込も
うとする性質。
ある規則を持って並べられたり動かされること
によってリズムを創出する性質。
ある中心（点 )に向かって指向するような状態
を創出する性質。
立面や平面的に対称（シンメトリー )を創出す
る性質。
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3-1-2-3. 概念的特性を捉えた性質
形態への連想がほとんどない概念レベルでの性質として、以下の 10 の性質を抽
出した。威圧性・統一性・完全性・安定性・不動性は安定した状態を生み、建築
に動きがない状態を創出する性質である。反復強調性や対比強調性は、他の性質
の補助として強調するような性質である。躍動性や上昇性は、重力に逆らった状
態などからその動きを創出するような性質である。
性質
躍動性
上昇性
異質性
反復強調性
対比強調性
威圧性
統一性
完全性
安定性
不動性
内容
動きを生み出し躍動的な様相を呈する性質。
上へと指向し意識を向けさせる性質。
他との比較、または観念に対する異質な様相を
創出する性質。
同等なものを反復して強調する性質。
他との対比によって強調する性質。
人や周りの建築を圧倒し威圧しようとする性
質。
統一のデザインや構成要素によって一体感を創
出する性質。
完全な状態を創出する性質。
安定的な状態を創出する性質。
動きのない状態を創出する性質。
3-1-3. 要求と性質の相関
抽出された性質をもとに、各要求が接続する手法を事例分析の結果より示す。
3-1-3-1. 象徴を担保する手法
象徴要求に対する性質はその内容によって多種多様である。有形対象などは性
質ではなく形態を直接的に引用して表象しているものが多いが、他は基本的に抽
象的概念を性質によって象徴している。
特徴的なものを７つ示す。
u. 対称性
t. 求心性
s. 規則性
r. 包含性
q. 焦点性
p. 空性
o. 開放性
n. 画域性
m.非正面性
l. 不動性
物質形態・構成概念
k. 安定性
j. 完全性
i. 統一性
h. 威圧性
g.対比強調性
f.反復強調性
e. 異質性
d. 上昇性
c. 躍動性
v. 装飾性
x. 堅牢性
w. 無機性
y. 量塊性
象徴
[
有形対象
]
u. 対称性
t. 求心性
s. 規則性
r. 包含性
q. 焦点性
p. 空性
o. 開放性
n. 画域性
m.非正面性
l. 不動性
物質形態・構成概念
k. 安定性
j. 完全性
i. 統一性
h. 威圧性
g.対比強調性
f.反復強調性
e. 異質性
d. 上昇性
c. 躍動性
v. 装飾性
x. 堅牢性
w. 無機性
y. 量塊性
象徴
[
無形対象
]
u. 対称性
t. 求心性
s. 規則性
r. 包含性
q. 焦点性
p. 空性
o. 開放性
n. 画域性
m.非正面性
l. 不動性
物質形態・構成概念
k. 安定性
j. 完全性
i. 統一性
h. 威圧性
g.対比強調性
f.反復強調性
e. 異質性
d. 上昇性
c. 躍動性
v. 装飾性
x. 堅牢性
w. 無機性
y. 量塊性
象徴
[
感情
]
u. 対称性
t. 求心性
s. 規則性
r. 包含性
q. 焦点性
p. 空性
o. 開放性
n. 画域性
m.非正面性
l. 不動性
物質形態・構成概念
k. 安定性
j. 完全性
i. 統一性
h. 威圧性
g.対比強調性
f.反復強調性
e. 異質性
d. 上昇性
c. 躍動性
v. 装飾性
x. 堅牢性
w. 無機性
y. 量塊性
象徴
[
状況
]
u. 対称性
t. 求心性
s. 規則性
r. 包含性
q. 焦点性
p. 空性
o. 開放性
n. 画域性
m.非正面性
l. 不動性
物質形態・構成概念
k. 安定性
j. 完全性
i. 統一性
h. 威圧性
g.対比強調性
f.反復強調性
e. 異質性
d. 上昇性
c. 躍動性
v. 装飾性
x. 堅牢性
w. 無機性
y. 量塊性
象徴
[
実社会
]
u. 対称性
t. 求心性
s. 規則性
r. 包含性
q. 焦点性
p. 空性
o. 開放性
n. 画域性
m.非正面性
l. 不動性
物質形態・構成概念
k. 安定性
j. 完全性
i. 統一性
h. 威圧性
g.対比強調性
f.反復強調性
e. 異質性
d. 上昇性
c. 躍動性
v. 装飾性
x. 堅牢性
w. 無機性
y. 量塊性
象徴
[
空想世界
]
ジェファーソン記念碑
空に向かうアーチが示す上昇性によって高
揚感を象徴する。
イェール大学学寮
平面の多様な異質性によって統一的ではな
い個 (性 )を象徴する。
東京カテドラル
天上界という空想世界を上昇性や対比強調
性、統合を包含性や焦点性によって象徴。
ホロコースト記念碑
規則性によって人間社会の過度な秩序を象
徴。
長崎原爆死没者追悼祈念公園
求心性を持つ構成によって内省的祈りを象
徴し、行動を生み出している。
代々木屋内競技場
観客の一体感と高揚感を包含性・上昇性・
焦点性によって象徴する。
ユダヤ博物館
悲愴感や、文化の不在というのを無装飾な
無機性で象徴する。
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特徴的なものを７つ示す。
u. 対称性
t. 求心性
s. 規則性
r. 包含性
q. 焦点性
p. 空性
o. 開放性
n. 画域性
m.非正面性
l. 不動性
物質形態・構成概念
k. 安定性
j. 完全性
i. 統一性
h. 威圧性
g.対比強調性
f.反復強調性
e. 異質性
d. 上昇性
c. 躍動性
v. 装飾性
x. 堅牢性
w. 無機性
y. 量塊性
永続
3-1-3-2. 永続要求を担保する性質
下図のような性質が主に抽出された。重量を表象する構成、デザインによって
その不動的特性を創出している。それによっていずれも外観による視覚的効果に
よって享受できる性質が非常に多く抽出されている。
TWA ターミナル
動線や屋根形態による躍動性によって
空間を賛美する効果を持つ。
ベルリン改造計画
対称性による都市計画や、軸線による
神殿までの焦点性が建築を誇示する。
第 3インターナショナル記念塔
周辺に対する形態の織り成す異質性に
よって、中心として位置づけられる。
広島ピースセンター
原爆ドームを指向する焦点性によって
中心を創出。
東京カテドラル
明快な正面を持たない非正面性により、
いかなる場所からも指向される
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3-1-3-3. 賛美・誇示要求を担保する性質
下図のような性質が主に抽出された。上述の永続要求に対する性質とは対照的
に躍動性や上昇性などの動きのある性質が多く用いられている。またそれらを強
調するための性質が補助として用いられているといえる。また、画域性や開放性
などその構成が創出する機能によって神聖な空間を印象付けたり、圧倒的な様相
を示すことで賛美・誇示という要求に接続している。
u. 対称性
t. 求心性
s. 規則性
r. 包含性
q. 焦点性
p. 空性
o. 開放性
n. 画域性
m.非正面性
l. 不動性
物質形態・構成概念
k. 安定性
j. 完全性
i. 統一性
h. 威圧性
g.対比強調性
f.反復強調性
e. 異質性
d. 上昇性
c. 躍動性
v. 装飾性
x. 堅牢性
w. 無機性
y. 量塊性
賛美・誇示
3-1-3-4. 中心要求を担保する性質
下図のような性質が主に抽出された。多くが形態や構成の特性を示す性質が主
に挙げられ、求心性や空性などその建築の建ち方によってその建築を中心づける
ための性質が主に用いられている。
u. 対称性
t. 求心性
s. 規則性
r. 包含性
q. 焦点性
p. 空性
o. 開放性
n. 画域性
m.非正面性
l. 不動性
物質形態・構成概念
k. 安定性
j. 完全性
i. 統一性
h. 威圧性
g.対比強調性
f.反復強調性
e. 異質性
d. 上昇性
c. 躍動性
v. 装飾性
x. 堅牢性
w. 無機性
y. 量塊性
中心
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前項で抽出された要求の性質を創出する手法の分析を行う。
構成単位は設計の範囲の中での操作が施される対象を示す。大きく 4 つに分け
ており、構成要素 (エレメント )・構築物・空間・環境である。
【構成要素】( エレメント ) は、柱や梁などの建築構成部材や、窓などの立面、
空間の構成に寄与する要素などを対象としているものを示す。
【構築物】は実際に形成される建築物の単位となり、ヴォリュームとしてカウン
トされる単位である。外観を規定する要素となり、分棟などはひとつのヴォリュー
ムを構築物の単位として扱う。
創出手法の実態を示すにあたり、構成単位と操作の 2 つの軸によって示すこと
とする。
3-2. 各性質の創出手法
3-2-1. 創出手法の指標
3-2-1-1. 構成単位
Example
Example
【空間】は構築物の中に内包され、その構築物を構成する要素によって生まれる
間を示し、その空間を創出するために構築物やエレメントに対して施されている
手法の対象として定義する。
【環境】は構築物やエレメント、空間を内包し、さらに既存の自然環境や都市環
境も取り込んだ総合的視点で創出しようとする手法の対象である。
以上の 4類型を対象の指標とする。
Example
Example
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3-2-1-2．操作
次に操作の指標を示す。操作は照度、表層、形態、構成比、規模という物理的
操作と行為という非物理的操作に分類している。
【照度】は建築の光環境による操作であり、主に空間に対してとられるようなも
のが多い。主に太陽光の遮断取り込みによって生まれる空間性や照度の対比など
の操作を示す。
【表層】は建築の表面を構成する操作を示す。表層の中でもさらに素材、立面構
成と 2つに分類している。＜素材＞は建築の表面に露出してくる仕上げの素材の
特性により性質を創出する操作 (素材の選定・使用 )を定義する。＜立面構成＞
は、表層を形成する立面の線的要素で、模様や装飾などを示し、図面上で表記さ
れるような操作を主に対象としている。素材がその特性に大きく支配されるのと
は異なり、立面構成は具体的な設計のデザインによって施される操作である。
Example
Example
【構成比】は、建築のプロポーションによる操作である。建築の外形の大枠を規
定する操作となる。
【形態】は建築の形やその構造物を構築するための操作を示す。形態もさらに 3
類型で構成される。まず＜構造＞は建築の形態を規定するもので構築物の枠組み
となる。次に＜図式＞による形態操作である。特定の幾何学や特定の図式が性質
の創出に寄与する操作を示す。最後に＜形式＞による形態は、図式のように形態
の直接的な特徴を生み出す操作ではないが、シンメトリーや斜面のようにその形
態構成のルールを規定する操作を形態の形式操作として示す。
Example
Example
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【行為】の操作は唯一非物理的操作としてあげられ、用途の指定や人間の行動 (進
行などの )によって創出される性質を示す。
以上の指標によって 9 つの操作内容の枠組みを示した。この構成単位と操作の
2 つの指標によって各性質の具体的な手法が設計のどの部分に、どの枠組みの操
作で行われているのかその所在を手法とともに示す。
【規模】の操作は、スケールや数などの量やサイズなどの枠組みを規定すること
によって性質を創出する操作である。
Example
Example
形態
エレメント
構築物空間環境
表層
物理的操作
手法内容
照 度
手法の対象
仕上げ素材
立面構成
構 造
図 式
形 式
構成比
規 模
用途・行為
3-2-2．事例分析
躍動性 対比強調性 安定性
開放性 包含性 装飾性
威圧性 不動性
無機性 規則性 堅牢性
統一性 非正面性
空性 求心性 量塊性
完全性 画域性
焦点性 対称性
上昇性
反復強調性
異質性
構築物への展開
Hard な手法
構築物・空間への展開
垂直的立面・形態の表象
スケールやプロポーション
正面壁体などの環境的特性(堅牢性)
構築物、形態の形式への展開
プロポーション　(堅牢・安定など )
素材や率面構成などの表層への展開
コンクリート・金属パネル etc.
形態の形式による配置などの手法
グリッドシステム
構築物への展開 (堅牢性の一部 )
表層的手法
形態 (図式・形式 )への展開
環境との対比、対比的強調
構築物への展開
表層・形態の図式における手法
構築物の形態への展開
アプローチの不明瞭化など
環境 (形式・規模 )への展開
不可侵的環境の構築 (水盤など )　
形態 (形式・図式 )への展開
手法：進行 (回遊 )
エレメントや構築物への展開
表層的手法が主
形態 (図式・形式 )への展開
曲線的手法
暗所と光 /動線空間と大空間
対極的要素との対比
形態 (図式・形式 )への展開
立面構成要素の形式
空間や環境への展開
越境行為　対比強調性の併用
空間・環境などの形態への展開
曲面による手法
形態の図式的展開 (空間以外 )
数量による手法
構築物・空間の幾何学的図式形態
構成要素の抽象化 (少変数 )
形態の形式への展開(回廊やピロティ)
越境行為などの動線的手法
形態 (図式・形式 )への展開
光などの焦点も多く用いられる
形態 (エレメント以外 )への展開
構築物への手法　安定性の一部
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また求心性や包含性は形態の操作が多いが、環境や空間に対して操作が施され
ているものが多い。その操作も形態の図式によってその特性を引用しているもの
が多い。栗生明の長崎原爆記念公園ではその求心的円形水盤によって、水盤の周
りを回遊することによってその常に中心を指向するという内省的祈りを象徴しよ
うとした。こうしたように、空間や環境は人の動き体験と密接しており、より体
験的な性質の受容が行われていると考えられる。
下記の威圧性・安定性・堅牢性・量塊性・不動性は構築物を対象にした手法が
多くとられている。この五つの性質は主に建築の永続性を担保する手法であり、
構築物としての安定感、不動感を生み出す手法が構築物に施されることで建築の
永続要求を担保している。
上昇性や躍動性においては、ともに形態の操作が多く見られた。上昇性は上述
のものと同様構築物を対象としている特性も多いが、エレメントや立面などの表
層にも多く見られた。操作の内容は天へと伸びていく形態による操作が多いが上
部採光などによる人の視線を上部に向けることによって創出しているものもあ
り、焦点性の手法によるものである。躍動性は曲線などを用いた手法が多く、そ
の動きのある形態操作は、安定性や堅牢性などの非常に安定した携帯とは対照的
な性質であり、賛美や高揚感を創出する性質としてよく見られる。エーロ・サー
リネンの TWA ターミナルは動線が曲線を描きながら空間の中を交錯しており、人
の動きにより躍動感が創出されている。
異質性も形態による操作が多い。その操作の内容に特別に傾向が見られるわけ
ではないが、周囲との対比といった対比強調を行うことによってより異質性を強
めている。
また規模などの操作も同様に、周辺のスケールからの逸脱といった意味で用い
られている。
量塊性
構築物への展開 (堅牢性の一部 )
表層的手法
威圧性
スケールやプロポーション
正面壁体などの環境的特性(堅牢性)
不動性
構築物、形態の形式への展開
プロポーション　(堅牢・安定など )
安定性
形態 (図式・形式 )への展開
立面構成要素の形式
堅牢性
構築物への展開
Hard な手法
上昇性
構築物・空間への展開
垂直的立面・形態の表象
躍動性
形態 (図式・形式 )への展開
曲線的手法
異質性
形態 (図式・形式 )への展開
環境との対比、対比的強調
対比強調性
暗所と光 /動線空間と大空間
対極的要素との対比
包含性
空間・環境などの形態への展開
曲面による手法
求心性
形態 (形式・図式 )への展開
手法：進行 (回遊 )
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モニュメンタリティの重大な要件の一つである民衆の統合を象徴するための手
法として焦点の創出があり、中心要求の創出手法としてもみられる。永続の創出
に関してもより静的な焦点となる構築物がデザインされるものが多い。ここでは、
その焦点の創出を動的体験の視点で考察する。動きは視界内の焦点の変動、視界
（視線）自体の変動、視点（人）の動きの 3 つを定義し、事例より 5 つの型を抽
出した。
【α . 上昇型】は宗教的建築の構図として多くみられるもので、空間の上部に焦
点を創出する。群集の空間と焦点の対立的関係を生み、この関係は断面的焦点に
よる到達不可能な状態によって強められている。より宗教的な統一的な世界観を
創出する。
【γ . 軸線型】は周辺の構築物とその環境によって創出された軸線の指向性に
よって焦点を創出するものである。その正面には焦点としての構築物は据えない。
丹下健三が提唱する場の記念性では視線を貫く軸線とそこに直行した副軸（共通
性がありかつ対局なものを配すことで創出 ) がもつ焦点によって構成すること
で、より人の動きが付与されると丹下は著述している (表 12)。
【ε . 広場型】は特定の焦点は持たないが建築によって囲い込み、内向きの指向
性を持つ建築構成によって暗示的な焦点となる中心を生み出している。焦点・視
界・視点ともに極めて動的な構成である。
これらの 5 つの型は群集の動き・活動の空間とそれらを統合するための焦点性
の関係を示し、より統合的な上昇型から活動的な広場型までの段階を提示してい
る。
【β . 対峙型】は群集の空間と焦点的構築物が上昇型と同様に平面上で対立的関
係をもつものである。権力的な 1対 1の関係性、プロパガンダなどの一方向的な
関係性を創出してる。
【δ . 求心型】は群集の空間の中心に焦点が創出されている。焦点の移動はない
が構築物を中心に群集の動きと視界の移動が発生する。
3-3. 象徴「統合」の型
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第 4 章　設計提案
 Ⅳ .  design proposal
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4-1. 対象
4-1-1. 象徴対象
現代を象徴するモニュメントとしての対象、敷地を決定する。
現代におけるモニュメントを考える上で、共同体の「統合」の象徴に焦点を絞っ
て設計を行う。モニュメンタリティは時代を語るものであり、それと同時に民
衆、共同体を語る役割を担っておりその統合を示す建築空間は常に主題となって
いた。
そこで現代的な共同体の在り方を考え直す。
【情報空間からの参照】
現代は、情報社会が進行していった結果、SNS などの情報空間での共同体のあ
り方にシフトしてきている。従来のひとつの共同体で統合されていた社会ではな
く、趣味や興味を共有した共同体をいくつも持ちながら選択している。
情報空間においての共同体は干渉しすぎることなく、実空間で個を確立しなが
ら自由に参入することができるという意味で、個人化の進行し共同体の存在が希
薄になりながらも改めて人とのコミュニティを求める現代社会の象徴であると考
えられる。
しかし、情報空間に実態はなく、その共同体の在り方の実態は実空間化しモニュ
メント化していくことの重要性があり、実空間の存在意義はそういったところあ
ると考えられる。
情報空間 実空間
共同体
古
代
現
代
情報空間 実空間
【情報空間の共同体の特性】
ⅰ .選択性
複数の共同体が情報空間上には混在しているがその中なら自分の共同体や、興
味のコミュニティを選択できるように並立されている状態であるといえる。
ⅱ .偶発性
自分の目的とする共同体へとアクセスする際に副次的に他の共同体へと偶発的
に出会うことで、新たな共同体、興味へとアクセスすることが可能である。
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｄ Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｅ
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対象敷地は渋谷の現東急ハンズが存在する土地を仮想敷地として、提案を行う。
渋谷の敷地のコンテクストを以下の 4つ抽出した。
ⅰ .都市軸
道の軸線と対峙する敷地構成は、渋谷の街路の特性としてあげられる。モニュ
メンタリティの外観特性としてあげられる対称的な構成配置や軸線を持ち込む
敷地のポテンシャルを持つ。
対象敷地も都市軸を正面から受けており、そこに対称性を持つ外観を形成す
る。
ⅱ .雑多性
渋谷のあらゆる文化が多様に累積する建築として、浴場施設や展望施設、ラ
イブハウス、イベント広場などを埋め込んだ複合施設を建築化する。
4-1-2. 対象敷地
Yoyogi Studium
NHK Hall
SITE
Sibuya Station
Yoyogi Studium
NHK Hall
SITE
Sibuya Station
Yoyogi Studium
NHK Hall
SITE
Sibuya Station
ⅲ . 渋谷坂
渋谷は起伏の激しい土地であり、渋谷には坂道の続く裏路地が多く、道も直
線ではないので先の見通せない街路が形成されている。
その特性をエントランスとして引用し、渋谷の敷地特性を建築内に取り込む。
ⅳ .眺望
対象敷地の屋上レベルからは新宿の摩天楼群や丹下健三の代々木体育館、代々
木公園といった東京の特徴的風景を取り込んでいる。
その眺望を建築の内部にひとつの特性として取り込んでいる。
Yoyogi Studium
NHK Hall
SITE
Sibuya Station
Yoyogi Studium
NHK Hall
SITE
Sibuya Station
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本設計において、空間および形態の設計を 3 つの段階に分けて設計を行い最後
にそれを統合していくプロセスをとる。
Ⅰ .構築物設計
構築物の外観はモニュメンタリティを創出するうえで非常に重要な要素であ
り、前章の分析に見られるように永続要求や中心要求を満たす性質の多くに
外観上への建築的操作の展開がみられた。そこで、構築物の設計に関して周
辺コンテクストを取り込みながら永続・中心・賛美誇示の要求を満たす設計
を行い、建築がモニュメントとして残されていくためのデザイン上のポテン
Ⅱ -ⅰ .象徴「統合」の空間設計
3章で抽出した象徴「統合」の 5つの型より、α上昇型、γ軸線型、δ求心型、
ε広場型の 4 つを本設計提案では扱う。列挙した型を象徴空間の創出手法に
関する分析の知見をもとにそれぞれの空間を独立して構築する。
4-2. 設計プロセス
α.上昇型
上昇性・焦点性
包含性
焦点性・規則性
反復強調性
包含性・焦点性
求心性・異質性
開放性・焦点性
求心性・
γ.軸線型 ε.広場型δ.求心型
構築物設計
Ⅱ -ⅱ .Void の空間設計
現代的な共同体の統合空間を集積する際にそれらを接続し、表出する場所を
Void として、空間を構築する。この空間は情報空間などで定義した選択性や
偶発性を内包する現代的象徴空間とすると同時にモニュメンタリティの要求
としての賛美誇示要求を付加していく。
Ⅲ .統合
Ⅰ、Ⅱでそれぞれ設計した空間及び構築物を一つの建築としてパッケージ化
するように、それぞれの要求に対する要素を残しながら統合していく。
Void 設計
� � Ⅰ
Ⅲ
正面外観パース
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4-3. 設計提案
4-3-1. 構築物設計
04
都市軸における対称性
の創出。正面化。
01
敷地に最大容積のヴォ
リュームを建てる。
02
唯一の接する隣棟から
3500 後退し独立配 置
化。
03
沿道に対しヴォリュー
ムを内側にひき込む。
05
裾広の構成比。上部を
セットバック。
06
後方を傾斜させること
で沿道からの非正面性
を創出。
「空性」 「異質性」
「非正面性」「対称性」
永続
中心
中心
「安定性」
トップライト見上げ
内観パース
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4-3-2．象徴「統合」空間の分析
上昇曲線
包含曲線
4-3-2-1. 上昇型
解放性の創出
指向性の創出
浴場内部
上階より吹き抜け見下ろし
―　A Study of Monumentality in the Architecture and Design Proposal　――　A Study of Monumentality in the Architecture and Design Proposal　―
- 65 -- 64 -
分散型 対峙型 囲い込み型
分散型 対峙型
4-3-2-2. 広場型
断面
眺望パース
反復強調性
開放性
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4-3-2-1. 上昇型 4-3-2-3. 軸線型
交差点部分を焦点とした円弧
敷地傾斜を利用した壇上広場
交差点上で焦点となる void
内観
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4-3-2-4. 求心型
上昇曲線
二つの円柱によって外に開く開放性
渋谷坂のコンテクストを受けた空間
立面
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4-3-3.Void
各空間の配置
伏図
断面図
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4-3-4. 空間統合
求心型
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上昇型
Void
広場型
求心型
Void
求心型
広場型
広場型
Void
広場型
広場型
Void
上昇型
Void
広場型
広場型
上昇型
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A Monumentarity is Civic Energy
結章
epilogue.
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総括
本研究では建築のモニュメンタリティの内実を文献より整理し、その要求を示
した上で、モニュメンタリティを持つとされる建築の分析によって導き出した創
出手法を建築の形態に展開させた。
モニュメンタリティは後世に残っていくための強度や機能を導き出すだけでは
なく、それ以上に残すに値するデザインがなされているかは非常に重要である。
それは、中心や賛美誇示の要求、そして最も重要になってくる永続要求がデザイ
ンされているかという点にある。
現代において流動的な共同体が主になる中、モニュメンタルな建築のデザイン
とは相反するようになっており、現代の象徴とモニュメンタリティは乖離してし
まっているように感じるが、本設計提案では現代的な象徴を導く Void 空間及び
個々の象徴空間をそれぞれにモニュメンタリティを付加させ、最終的に最も重要
な永続を満たす外観・構築物によってパッケージ化することで相反した時代の象
徴とモニュメント化を体現することを可能にした。
今後時代が変化する上でその時によって象徴は変化していくであろうが、残っ
ていく要素を持つデザインは過去から学び不変的に受け継がれうるものであると
考えられる。
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論文構成
■序章　モニュメンタリティの概念
1-1．背景と目的　古代より建築は国家の権威の象徴、人類の興亡
の痕跡としてデザインが導入されてきた。特に陸続きで国家間の戦
争が絶えなかった西欧諸国にとって、恒久的・不変的建築をつくる
ことは国家を築くことと同義であり、時にそれらは敵対国家への威
圧的様相を呈し、誇示するようなデザインとして象徴的な建築をい
くつも生み出してきた。その後 20 世紀に入り、古典建築が確保し
てきたモニュメンタリティは新古典建築において象徴すべき内実の
伴わない形骸化を起こしているとして批判されるようになる。さら
に世界を巻き込んだ大戦でナショナリズムに動員されたことによっ
て、戦後のモニュメンタリティの忌避は決定的なものになった。
しかし、モニュメンタリティに期待される役割は権威的であること
だけではなく、その時代の証言物として残していくことであり、そ
の重要性は現代においても変わることはないのではないだろうか。
特に近年では情報空間の急激に進行した社会において、その実空間
の求められる役割を見直す必要がある。本研究では、モニュメンタ
リティを創出するための実態を示し、その知見に基づいて現代の社
会・時代を象徴する建築を提示することを目的とする。
1-2．言語的定義　象徴は抽象的概念や思想を具象化し、ある側面
を強調表現することであり、記念は象徴に更に「後世に残すため」
などの時間的概念が付加されたものである。現代美術用語辞典にお
ける山中新太郎氏の「モニュメント」の定義によると永遠性・不動性・
不変性・壮大さをモニュメンタリティの要件としている ( 表 1)。
1-3．モニュメンタリティの動向　古代においてモニュメントはそ
の共同体 ( 国家や民族 ) の存在証明でもあり、より不朽かつ強大な
建築を生み出すことでその統治範囲を誇示してきた。中世になり、
西欧諸国では建築的主題が宗教建築へと移り変わり、宗教という思
想を共有した集団は国家以上の意味を持つことで、建築もまた思想
の統一を象徴すべく、信徒を統合した建築が構築されていく。アメ
リカの建築家ロバート・ヴェンチューリは教会堂の身廊空間を連帯
感を持った民衆のための広々とした場であり、整頓された空間であ
ると宗教建築の記念性を表現した。近世に入り、民主主義を求めた
民衆による革命の蜂起という時代背景のもと、市民はヒロイックな
建造物や人物を希求し、モニュメントが建築的な主題となる。
18-19 世紀のフランス人建築家エティエンヌ・ルイ・ブレのニュート
ン記念堂はその最たるものであった ( 図 1)。その際に、永続性や
純粋性の要求から古典建築や純粋幾何学といったものがデザインと
して参照されるようになり、新古典建築によって国家的建築やモ
ニュメントが作られるようになっていった。しかし産業革命以降の
建築論争により、新古典建築は古典の様式の内実を持たないただの
スタイルとなり、形骸化しているとされ忌避されるようになる。そ
の後の世界を巻き込んだ大戦では、ナショナリズム建築として古典
主義がプロパガンダの一役を担い、近代建築においても国家の権力
誇示する偏ったモニュメンタリティが動員されるようになる。戦後
のナショナリズム国家への反動により、モニュメンタリティの忌避は
決定的となった。この世界的事件を経験し、戦後の記念建造物は負
の記念碑が主となっていった。ピーター・アイゼンマンのホロコース
ト・メモリアルのように記憶として継承していかなければならない
使命感によって生み出されるものへと移り変わっていったのである
( 図 2)。近年では、生活単位の個人化が進むことで共同体の存在は
希薄なものへと変化し、一体的な共同体の追求する象徴としての記
念建造物を生み出すエネルギーがもはや無い社会になってきてい
る。そうした時代を捉えたヴェンチューリは新しい記念性として孤
独な群衆を表象する記念建造物の存在意義を提示している ( 表 4)。
1-4．モニュメンタリティ　本稿では記念性ではなくモニュメンタリ
ティと表現する。モニュメンタリティは特定の事物を記念するだけで
なく、その社会や時代の証言物として刻まれた構築物である(表 3)。
■第２章　モニュメンタリティにおける「要求」
近代の建築史家 S・ギーディオンは自著「現代建築の発展」や「記念
性の 9 原則」という論考においてモニュメンタリティの創出に関す
る視点、要求内容を記述している。また、美術史家H・ゼードルマイヤー
は「中心の喪失」で、近世から近代にかけての美術史の兆候を示し
た上でモニュメンタリティの変遷を詳述し、そこに求められるモニュ
メンタリティの「要求」を論じている。このふたつの言説を中心に
モニュメンタリティ創出の要求内容を抽出した (表 5)。
2-1.【象徴要求】　ギーディオンは民衆や国家などの共同体が、生活
や興亡などを象徴することをモニュメンタリティの要求としている。
民衆の統合や宗教に見られる統一的意識などを記念建造物として表
象するという、人々の生きる社会や時代の象徴物を生み出すもので
ある。これらの象徴内容の区分を類型化し ( 図 3)、対象とした現代
の記念建造物 27 事例 ( 表 6) より内容を抽出した ( 表 7)。また象徴
の中でも、ある特定の事件などの記念の対象を示すものもある。そ
れは、近世にモニュメントが流行する兆候に見られる戦勝記念や偉
人の死、現代においては第二次世界大戦の惨劇などが人類の興亡の
痕跡として記念対象に取り上げられ、惨劇の内容やそこに含まれる
感情・思想などの表象が試みられている (図 4)。
2-2.【永続要求】　H. ゼードルマイヤーは時代の証言物として残すた
めに、その構築物の形態や構成によって永遠に持続させる要求を重
要な条件の一つとしている。永続性の根源としてはピラミッドに見
られるような古代の偉大なモニュメントを参照し、短命な時代に死
後の世界の永遠性を象徴する形態を求めたように、有限な人命に対
し、無限的な永続を希求するという精神に見られるという。
2-3.【賛美・誇示要求】  記念建造物の動機の一つとして、記念する
事象に対しての賛美を表象する要求、またそれらの偉大さや雄渾さ
を誇示する要求のためにデザインが動員されるということである。
19 世紀の中心であった戦勝記念碑や英雄のモニュメントは賛美の特
性を強く持ち合わせている。また、戦間期には国家の統一を目的と
したプロパガンダとして誇示要求が強くデザインとして求められ、
それらはナショナリズム建築に強くみられる特性となった。
2-4.【中心要求】　H・ゼードルマイヤーは中心要求を挙げている。
民衆のエネルギーを集約する点としての中心の器を担う建築の役割
である。また、ギーディオンは都市計画の中でモニュメントは最も
強いアクセントとして存在するべきであり、ひとつは前項で挙げた
要求であり、性質も反復強調性や対比強調性との併用が多く、各性
質を過度に表現することによって創出している要求でもある。
[ 中心 ]においては、モニュメント建築を中心に位置付けるための「形
態や構成の特性」を捉えた性質が主に用いられており、求心性や焦
点性など設計が直接的に働きかける性質への接続が見られる。
3-2. 各性質の創出手法　前項で示した性質を創出する具体的な手法
の所在を明らかにする。手法が適応されている構成単位を「エレメ
ント」「構築物」「空間」「環境」に分類する (表 10)。またその手法を、
物理的操作として素材や立面構成からなる「表層」、構造・図式・形
式からなる「形態」、光による「照度」、プロポーションを示す「構成比」、
スケールを示す「規模」に分類し、非物理的操作として、用途・機能や、
人間の行動によって創出される「行為」の操作としている。この 2
軸によって、操作と施される対象の所在を各性質ごとに示す ( 表
11)。さらに具体的な手法の例として特徴的事例を示す（図８)。
堅牢性・量塊性・不動性・安定性・威圧性などは創出手法は多様で
あるが多くが構築物の特性として創出されている。これらは永続要
求を満たす性質として用いられるものが多く、その構築物の不動的・
不変的特性はモニュメント建築の外観を規定するひとつの要素に
なっていると考えられる。また、高揚感の象徴や賛美的要求を表象
している上昇性においても同様に構築物への適用が主となっており、
垂直方向を示す要素が構築物を構成している。
動性は形態操作以外は見られず、曲面や線状形態などによって躍動
感を生み出しており、TWA ターミナルなどは曲面形態とともに動線の
交錯を形成し、その動きを創出した。異質性も形態操作が多く、周
辺環境との対比強調と併せながら、その形態の特異性を生み出して
いる。包含性や求心性はその空間や環境の形態操作が多く、求心性
においては形態によって意図された円周的行進行動が特徴的な手法
としてあげられる。これらの手法は視覚的・静的な体験だけでなく、
空間や環境においてより動的な体験を創出する手法である。
3-3. 象徴「統合」の型　モニュメンタリティの重大な要件の一つで
ある民衆の統合を象徴するための手法として焦点の創出があり、中
心要求の創出手法としてもみられる。永続の創出に関してもより静
的な焦点となる構築物がデザインされるものが多い。ここでは、そ
の焦点の創出を動的体験の視点で考察する ( 図 7)。動きは視界内の
焦点の変動、視界（視線）自体の変動、視点（人）の動きの 3つを定義し、
事例より 5つの型を抽出した (図 9)。
【α. 上昇型】は宗教的建築の構図として多くみられるもので、空間
の上部に焦点を創出する。群集の空間と焦点の対立的関係を生み、
この関係は断面的焦点による到達不可能な状態によって強められて
いる。より宗教的な統一的な世界観を創出する。
【β. 対峙型】は群集の空間と焦点的構築物が上昇型と同様に平面上
で対立的関係をもつものである。権力的な 1 対 1 の関係性、プロパ
ガンダなどの一方向的な関係性を創出してる。
【γ. 軸線型】は周辺の構築物とその環境によって創出された軸線の
指向性によって焦点を創出するものである。その正面には焦点とし
ての構築物は据えない。丹下健三が提唱する場の記念性では視線を
貫く軸線とそこに直行した副軸（共通性がありかつ対局なものを配
すことで創出 ) がもつ焦点によって構成することで、より人の動き
が付与されると丹下は著述している (表 12)。
【δ. 求心型】は群集の空間の中心に焦点が創出されている。焦点の
移動はないが構築物を中心に群集の動きと視界の移動が発生する。
【ε. 広場型】は特定の焦点は持たないが建築によって囲い込み、内
向きの指向性を持つ建築構成によって暗示的な焦点となる中心を生
み出している。焦点・視界・視点ともに極めて動的な構成である。
これらの 5 つの型は群集の動き・活動の空間とそれらを統合するた
めの焦点性の関係を示し、より統合的な上昇型から活動的な広場型
までの段階を提示している。
章結　第 2 章で抽出した要求内容を具象化する手法を性質を介して
明らかにし、またその操作及び対象の所在を示した。さらに、焦点
の創出手法を動きという視点で詳述し 5つの型を提示した。
賛美・誇示の要求がそれらのアクセントを創出し、またそれを中心
に位置付ける敷地や景観の構築をすることの重要性を論じている。
■第３章　創出手法
前章で抽出した要求の具現化を実例より分析していく。これらの要
求はいずれも概念的な面も含み、より抽象的な概念を具象的に表現
するために、「要求の概念を意図する性質」を内包する手法を用いる
ことで段階的な構造を示し具象的な創出手法を導いている (図 5)。
3-1. 要求を担保する性質　各要求ごとに手法及び性質を抽出した結
果、23 の性質が抽出された ( 表 8)。また形態によって直接要求内容
と接続するもの、設計行為やその構成物がもつ意味によって要求内
容に接続しているものもある ( 図 6)。また、23 の性質も 3 つの段階
に分類した。「物質の特性」を捉えた性質、「形態や構成の特性」を
捉えた性質、「概念的特性」を捉えた性質の 3 つに分類し、物質的な
ものからより概念的なものへの段階を示す。計 25 の指標をもとに各
要求が接続する性質の分布を示す (表 9)。
[ 象徴 ] では、その内容によって用いられる性質は大きく異なるが、
総じて意味や形態、既存物からの借用などの、手法が直接的に用い
られているものも多い。中でも感情の高揚感や空想の天上界などの
表現において上昇性、躍動性の性質が頻繁に用いられ、悲愴感や惨
劇を表現するのに威圧性や無機性が用いられている。
[ 永続 ] の要求は不動性や安定性などの構築物の不変的・不動的な性
質によって永遠に存在させる、またそう見せるという接続が採られ
ており、それに準じた対称性や規則性などの構成の特性、また重量
感を表象することで不動性に接続するような量塊性や堅牢性などの
性質が主となっている。不動性は山中氏のモニュメントの定義に永
遠性や不変性と並んで挙げられている要素の一つで、モニュメンタ
リティを具象化する際にこれらの性質は重要な要素である。
[ 賛美・誇示 ] では、永続要求に見られた性質とは対照的に、躍動性
や上昇性などの性質によって、象徴（感情）に含まれるような高揚
感を創出するものや、威圧性によって誇示する性質に特性が見られ
る。この要求は建造物自体やその象徴内容を強調するための補助的
抽象的な概念、形のない事物を
具体的な事物や形によって表現
すること。または事物の側面、
一点を、強調表現すること。
象徴 記念性・記念碑性
公共的な記念の目的から、特定の人物や事件などを長く後世に伝えるために設立される
建造物の総称。モニュメントには一般的に不動性、不変性、永遠性、壮大さなどのモニュ
メンタリティ（記念性）が要求される。建築の最も深い欲望として非居住空間を構築す
ることを挙げ、人間の営みとしての“歴史”を指示するモニュメントの欲望が建築に本
性的に存在することを示唆している。　　　　　　現代美術用語辞典抜粋/山中新太郎
モニュメンタリティは日本語の記念としての意 ( ある事物具象化し記録する行為 ) より
も射程は広く、ある事物以外にもその時代や潮流を「歴史の証言物」として具象化され
た構築物の性質であると定義する。
そこで、本稿では記念性ではなくモニュメンタリティと表現する。
将来に伝達するために残しておく性
質。記念碑性はあらゆる記念碑化、
具現化するための条件や性質。主に
永続性を担保するための外的性質。
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図 2. ホロコースト・メモリアル
■第４章　設計提案
4-1. モニュメンタリティの現代的解釈　現代の人々は共同体の重要
性を再確認し希求していながらも、自律した個人という枠組みから
抜け出すことはできないという矛盾に満ちた状態である。そうした
状態の現代の共同体の在り方を象徴しているのは情報空間に見られ
るＳＮＳではないかと考える。そこで、ここではそうした選択的か
つ偶発的な共同体の在り方を象徴する複合施設を提案する (図 10)。
敷地は渋谷の一角とし、そこに複数の共同体、人の集合を含むプロ
グラムの集積した建築を設計する ( 図 11)。敷地のコンテクストから
は、あらゆる要素が混在する乱雑な渋谷という敷地性、都市軸や眺望、
敷地勾配などを引用しながらモニュメンタリティの創出を行う。
4-2．設計提案　設計は 2つのプロセスを統合する形で行う (図 12)。
phase.A-1: 前章で抽出された民衆の統合の 5 つの型より、上昇型・
求心型・回廊型・軸線型の 4 つを対象に設計提案を行う。上昇型は
ライブハウス、求心型はイベントを行える公共広場、回廊型は浴場
施設、軸線型は展望施設として個々の空間を形成する（図 13)。
phase.A-2: 型に基づいて設計された空間を一つの建築として集積す
る。都市的コンテクストから眺望に対して構成される軸線型は最上
部に、求心型による広場の中心・焦点を創出する公共広場は地上階
とし、敷地傾斜の下る方に向かって求心性を付加しＹ字路の交差点
部分を中心とする構成とした。回廊型は回廊の内側が上部に向かっ
て解放できるように最上部に構え、上昇型は中層部から最上部に向
かって貫くように配置されている（図 14.17)。
phase.A-3: 各プログラムを連結するヴォイドを形成する。そのヴォ
イドに対しては各空間の表象の集積によって選択性を付与し、かつ
異なるプログラムを抱えることによって他の共同体との偶発的な出
会いを創出するように、プログラムのあらゆる側面が表出するよう
に設計を行う（図 17)。
phase.B-1: 構築物としての安定性、堅牢性を創出し、永続・賛美・
誇示といった要求に応答する外観を創出する。敷地にのびる都市軸
を引用し対照的なファサードを構成する。また、全体は裾広なプロ
ポーションとし安定性を創出する。また唯一建築と隣接している一
辺を敷地境界線より 3500ｍｍ後退し、構築物の環境における空性を
確保し、歩道に平行しないようにボリュームを内側に巻き込むこと
でその構築物の中心性を満たしている（図 15)。
phase.A+B: 以上の操作を一つの建築として統合する。内部空間の設
計と構築物の外観設計を満たす状態を創出した。
以上の設計において内部空間による象徴 ( 統合 ) の空間モデルとそ
の構築物がモニュメンタリティを帯びるための創出要件を統合した
現代的モニュメントとしての建築の提案を行った。
■結章　総括
建築のモニュメンタリティの実態を抽象的概念の要求とそれを創出
するための具象的手法という視点から示した。それに基づき、現代
社会における象徴要求を解釈し設計を行うことで、建築、実空間の
持つべき一つの役割を提起した。以上より建築におけるモニュメン
タリティの有用性、必要性を提示した。
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R.ヴェンチューリ
モニュメントは人間が理想、目的、行動の象徴としてつくった人類の道標だ。
それはつくられた時代のあとまで生きのび、そして将来の世代への遺産とな
るように意図されている。このようにしてそれらは過去と未来を結ぶ連接環
となる。              　　　　　　　　記念性の 9原則 /S. ギーディオン
新しい記念性 ( 身廊のない礼拝堂 )、孤独な群衆のための空間、それは、空調経費
の関係上天井は低く、広がりを限定しないようにするべく壁際は暗くされ、壁にはや
わらかな素材が用いられ、きらめく照明は建築ではなく人や家具を照らしだし、内部
に固有の様式と役割をつくりだすべく外部とは隔絶された空間である。
‘記念性　一つの永遠的要求’　
「記念性は、民衆が活動のため、かれらの運命や興亡のため、宗教的信仰のため、
そして社会的信条のための象徴をつくりだしたいという永遠的要求から由来する。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現代建築の発展 /S. ギーディオン
（モニュメントの）核心は、永遠性の根源的な体験にあり――ここで永遠性といっ
ているのは、時間のないものというのではなく、あらゆる時代を通して持続してい
るもの、物質的に滅びざるもの、つまり＜単なる無限性＞を言っているのだが――
例えば大地の本質、星、石、死、また言葉の本来の意味での建築といった、特殊な
永遠性と内面的に深くかかわりをもったもろもろのものの体験にあるのである。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中心の喪失 /ハンス・ゼードルマイヤー
民衆は……記念性に対する渇望、喚起、誇り、興奮が満たされることを望んでい
るのである。……モニュメントは都市計画家、建築家、画家、彫刻家、造園家の作
品の統合であるからそれらの人々すべての間の緊密な協力を要求する。……民衆を
統治し支配している人々は……平均人と同じように思考方法と感情方法の間の断絶
を経験している。……創造的な力だけが、新しい都市中心のなかに統合されてわれ
われの時代の真の表現を形成するモニュメントや公共建築物も建設することができ
るのである。　　　　　　　　　　　　　　　　記念性の 9原則 /S. ギーディオン
モニュメントはこれらの広い計画図のなかでもっとも強力なアクセントを構成す
べきものである。　　　　　　　　　　　　　　記念性の 9原則 /S. ギーディオン
フランス革命のお祭りのような、大規模な国家的な祭りの場合には、モニュメン
タルなものを求める傾向は群集にもあてはめられることになる。立方体状の祭壇の
周りには、軍隊や民衆が、まるで生命のない者の巨大な幾何学的な集団となって集
まる。　　　　　　　　　　　　　　　　中心の喪失 /ハンス・ゼードルマイヤー
■序章　モニュメンタリティの概念
1-1．背景と目的　古代より建築は国家の権威の象徴、人類の興亡
の痕跡としてデザインが導入されてきた。特に陸続きで国家間の戦
争が絶えなかった西欧諸国にとって、恒久的・不変的建築をつくる
ことは国家を築くことと同義であり、時にそれらは敵対国家への威
圧的様相を呈し、誇示するようなデザインとして象徴的な建築をい
くつも生み出してきた。その後 20 世紀に入り、古典建築が確保し
てきたモニュメンタリティは新古典建築において象徴すべき内実の
伴わない形骸化を起こしているとして批判されるようになる。さら
に世界を巻き込んだ大戦でナショナリズムに動員されたことによっ
て、戦後のモニュメンタリティの忌避は決定的なものになった。
しかし、モニュメンタリティに期待される役割は権威的であること
だけではなく、その時代の証言物として残していくことであり、そ
の重要性は現代においても変わることはないのではないだろうか。
特に近年では情報空間の急激に進行した社会において、その実空間
の求められる役割を見直す必要がある。本研究では、モニュメンタ
リティを創出するための実態を示し、その知見に基づいて現代の社
会・時代を象徴する建築を提示することを目的とする。
1-2．言語的定義　象徴は抽象的概念や思想を具象化し、ある側面
を強調表現することであり、記念は象徴に更に「後世に残すため」
などの時間的概念が付加されたものである。現代美術用語辞典にお
ける山中新太郎氏の「モニュメント」の定義によると永遠性・不動性・
不変性・壮大さをモニュメンタリティの要件としている ( 表 1)。
1-3．モニュメンタリティの動向　古代においてモニュメントはそ
の共同体 ( 国家や民族 ) の存在証明でもあり、より不朽かつ強大な
建築を生み出すことでその統治範囲を誇示してきた。中世になり、
西欧諸国では建築的主題が宗教建築へと移り変わり、宗教という思
想を共有した集団は国家以上の意味を持つことで、建築もまた思想
の統一を象徴すべく、信徒を統合した建築が構築されていく。アメ
リカの建築家ロバート・ヴェンチューリは教会堂の身廊空間を連帯
感を持った民衆のための広々とした場であり、整頓された空間であ
ると宗教建築の記念性を表現した。近世に入り、民主主義を求めた
民衆による革命の蜂起という時代背景のもと、市民はヒロイックな
建造物や人物を希求し、モニュメントが建築的な主題と る。
18-19 世紀のフランス人建築家エティエンヌ・ルイ・ブレのニュート
ン記念堂はその最たるものであった ( 図 1)。その際に、永続性や
純粋性の要求から古典建築や純粋幾何学といったものがデザインと
して参照されるようになり、新古典建築によって国家的建築やモ
ニュメントが作られるようになっていった。しかし産業革命以降の
建築論争により、新古典建築は古典の様式の内実を持たないただの
スタイルとなり、形骸化しているとされ忌避されるようになる。そ
の後の世界を巻き込んだ大戦では、ナショナリズム建築として古典
主義がプロパガンダの一役を担い、近代建築においても国家の権力
誇示する偏ったモニュメンタリティが動員されるようになる。戦後
のナショナリズム国家への反動により、モニュメンタリティの忌避は
決定的となった。この世界的事件を経験し、戦後の記念建造物は負
の記念碑が主となっていった。ピーター・アイゼンマンのホロコース
ト・メモリアルのように記憶として継承していかなければならない
使命感によって生み出されるものへと移り変わっていったのである
( 図 2)。近年では、生活単位の個人化が進むことで共同体の存在は
希薄なものへと変化し、一体的な共同体の追求する象徴としての記
念建造物を生み出すエネルギーがもはや無い社会になってきてい
る。そうした時代を捉えたヴェンチューリは新しい記念性として孤
独な群衆を表象する記念建造物の存在意義を提示している ( 表 4)。
1-4．モニュメンタリティ　本稿では記念性ではなくモニュメンタリ
ティと表現する。モニュメンタリティは特定の事物を記念するだけで
なく、その社会や時代の証言物として刻まれた構築物である(表 3)。
■第２章　モニュメンタリティにおける「要求」
近代の建築史家 S・ギーディオンは自著「現代建築の発展」や「記念
性の 9 原則」という論考においてモニュメンタリティの創出に関す
る視点、要求内容を記述している。また、美術史家H・ゼードルマイヤー
は「中心の喪失」で、近世から近代にかけての美術史の兆候を示し
た上でモニュメンタリティの変遷を詳述し、そこに求められるモニュ
メンタリティの「要求」を論じている。このふたつの言説を中心に
モニュメンタリティ創出の要求内容を抽出した (表 5)。
2-1.【象徴要求】　ギーディオンは民衆や国家などの共同体が、生活
や興亡などを象徴することをモニュメンタリティの要求としている。
民衆の統合や宗教に見られる統一的意識などを記念建造物として表
象するという、人々の生きる社会や時代の象徴物を生み出すもので
ある。これらの象徴内容の区分を類型化し ( 図 3)、対象とした現代
の記念建造物 27 事例 ( 表 6) より内容を抽出した ( 表 7)。また象徴
の中でも、ある特定の事件などの記念の対象を示すものもある。そ
れは、近世にモニュメントが流行する兆候に見られる戦勝記念や偉
人の死、現代においては第二次世界大戦の惨劇などが人類の興亡の
痕跡として記念対象に取り上げられ、惨劇の内容やそこに含まれる
感情・思想などの表象が試みられている (図 4)。
2-2.【永続要求】　H. ゼードルマイヤーは時代の証言物として残すた
めに、その構築物の形態や構成によって永遠に持続させる要求を重
要な条件の一つとしている。永続性の根源としてはピラミッドに見
られるような古代の偉大なモニュメントを参照し、短命な時代に死
後の世界の永遠性を象徴する形態を求めたように、有限な人命に対
し、無限的な永続を希求するという精神に見られるという。
2-3.【賛美・誇示要求】  記念建造物の動機の一つとして、記念する
事象に対しての賛美を表象する要求、またそれらの偉大さや雄渾さ
を誇示する要求のためにデザインが動員されるということである。
19 世紀の中心であった戦勝記念碑や英雄のモニュメントは賛美の特
性を強く持ち合わせている。また、戦間期には国家の統一を目的と
したプロパガンダとして誇示要求が強くデザインとして求められ、
それらはナショナリズム建築に強くみられる特性となった。
2-4.【中心要求】　H・ゼードルマイヤーは中心要求を挙げている。
民衆のエネルギーを集約する点としての中心の器を担う建築の役割
である。また、ギーディオンは都市計画の中でモニュメントは最も
強いアクセントとして存在するべきであり、ひとつは前項で挙げた
要求であり、性質も反復強調性や対比強調性との併用が多く、各性
質を過度に表現することによって創出している要求でもある。
[ 中心 ]においては、モニュメント建築を中心に位置付けるための「形
態や構成の特性」を捉えた性質が主に用いられており、求心性や焦
点性など設計が直接的に働きかける性質への接続が見られる。
3-2. 各性質の創出手法　前項で示した性質を創出する具体的な手法
の所在を明らかにする。手法が適応されている構成単位を「エレメ
ント」「構築物 空間」「環境」に分類する (表 10)。またその手法を、
物理的操作として素材や立面構成からなる「表層」、構造・図式・形
式からなる「形態」、光による「照度」、プロポーションを示す「構成比」、
スケールを示す「規模」に分類し、非物理的操作として、用途・機能や、
人間の行動によって創出される「行為」の操作としている。この 2
軸によって、操作と施される対象の所在を各性質ごとに示す ( 表
11)。さらに具体的な手法の例として特徴的事例を示す（図８)。
堅牢性・量塊性・不動性・安定性・威圧性などは創出手法は多様で
あるが多くが構築物の特性として創出されている。これらは永続要
求を満たす性質として用いられるものが多く、その構築物の不動的・
不変的特性はモニュメント建築の外観を規定するひとつの要素に
なっていると考えられる。また、高揚感の象徴や賛美的要求を表象
している上昇性においても同様に構築物への適用が主となっており、
垂直方向を示す要素が構築物を構成している。
動性は形態操作以外は見られず、曲面や線状形態などによって躍動
感を生み出しており、TWA ターミナルなどは曲面形態とともに動線の
交錯を形成し、その動きを創出した。異質性も形態操作が多く、周
辺環境との対比強調と併せながら、その形態の特異性を生み出して
いる。包含性や求心性はその空間や環境の形態操作が多く、求心性
においては形態によって意図された円周的行進行動が特徴的な手法
としてあげられる。これらの手法は視覚的・静的な体験だけでなく、
空間や環境においてより動的な体験を創出する手法である。
3-3. 象徴「統合」の型　モニュメンタリティの重大な要件の一つで
ある民衆の統合を象徴するための手法として焦点の創出があり、中
心要求の創出手法としてもみられる。永続の創出に関してもより静
的な焦点となる構築物がデザインされるものが多い。ここでは、そ
の焦点の創出を動的体験の視点で考察する ( 図 7)。動きは視界内の
焦点の変動、視界（視線）自体の変動、視点（人）の動きの 3つを定義し、
事例より 5つの型を抽出した (図 9)。
【α. 上昇型】は宗教的建築の構図として多くみられるもので、空間
の上部に焦点を創出する。群集の空間と焦点の対立的関係を生み、
この関係は断面的焦点による到達不可能な状態によって強められて
いる。より宗教的な統一的な世界観を創出する。
【β. 対峙型】は群集の空間と焦点的構築物が上昇型と同様に平面上
で対立的関係をもつものである。権力的な 1 対 1 の関係性、プロパ
ガンダなどの一方向的な関係性を創出してる。
【γ. 軸線型】は周辺の構築物とその環境によって創出された軸線の
指向性によって焦点を創出するものである。その正面には焦点とし
ての構築物は据えない。丹下健三が提唱する場の記念性では視線を
貫く軸線とそこに直行した副軸（共通性がありかつ対局なものを配
すことで創出 ) がもつ焦点によって構成することで、より人の動き
が付与されると丹下は著述している (表 12)。
【δ. 求心型】は群集の空間の中心に焦点が創出されている。焦点の
移動はないが構築物を中心に群集の動きと視界の移動が発生する。
【ε. 広場型】は特定の焦点は持たないが建築によって囲い込み、内
向きの指向性を持つ建築構成によって暗示的な焦点となる中心を生
み出している。焦点・視界・視点ともに極めて動的な構成である。
これらの 5 つの型は群集の動き・活動の空間とそれらを統合するた
めの焦点性の関係を示し、より統合的な上昇型から活動的な広場型
までの段階を提示している。
章結　第 2 章で抽出した要求内容を具象化する手法を性質を介して
明らかにし、またその操作及び対象の所在を示した。さらに、焦点
の創出手法を動きという視点で詳述し 5つの型を提示した。
賛美・誇示の要求がそれらのアクセントを創出し、またそれを中心
に位置付ける敷地や景観の構築をすることの重要性を論じている。
■第３章　創出手法
前章で抽出した要求の具現化を実例より分析していく。これらの要
求はいずれも概念的な面も含み、より抽象的な概念を具象的に表現
するために、「要求の概念を意図する性質」を内包する手法を用いる
ことで段階的な構造を示し具象的な創出手法を導いている (図 5)。
3-1. 要求を担保する性質　各要求ごとに手法及び性質を抽出した結
果、23 の性質が抽出された ( 表 8)。また形態によって直接要求内容
と接続するもの、設計行為やその構成物がもつ意味によって要求内
容に接続しているものもある ( 図 6)。また、23 の性質も 3 つの段階
に分類した。「物質の特性」を捉えた性質、「形態や構成の特性」を
捉えた性質、「概念的特性」を捉えた性質の 3 つに分類し、物質的な
ものからより概念的なものへの段階を示す。計 25 の指標をもとに各
要求が接続する性質の分布を示す (表 9)。
[ 象徴 ] では、その内容によって用いられる性質は大きく異なるが、
総じて意味や形態、既存物からの借用などの、手法が直接的に用い
られているものも多い。中でも感情の高揚感や空想の天上界などの
表現において上昇性、躍動性の性質が頻繁に用いられ、悲愴感や惨
劇を表現するのに威圧性や無機性が用いられている。
[ 永続 ] の要求は不動性や安定性などの構築物の不変的・不動的な性
質によって永遠に存在させる、またそう見せるという接続が採られ
ており、それに準じた対称性や規則性などの構成の特性、また重量
感を表象することで不動性に接続するような量塊性や堅牢性などの
性質が主となっている。不動性は山中氏のモニュメントの定義に永
遠性や不変性と並んで挙げられている要素の一つで、モニュメンタ
リティを具象化する際にこれらの性質は重要な要素である。
[ 賛美・誇示 ] では、永続要求に見られた性質とは対照的に、躍動性
や上昇性などの性質によって、象徴（感情）に含まれるような高揚
感を創出するものや、威圧性によって誇示する性質に特性が見られ
る。この要求は建造物自体やその象徴内容を強調するための補助的
図 3. 象徴内容区分
表 6. 対称事例
表 4. 新しい記念性
表 5. モニュメンタリティへの要求に関する言説
表 7. 象徴内容抽出
■第４章　設計提案
4-1. モニュメンタリティの現代的解釈　現代の人々は共同体の重要
性を再確認し希求していながらも、自律した個人という枠組みから
抜け出すことはできないという矛盾に満ちた状態である。そうした
状態の現代の共同体の在り方を象徴しているのは情報空間に見られ
るＳＮＳではないかと考える。そこで、ここではそうした選択的か
つ偶発的な共同体の在り方を象徴する複合施設を提案する (図 10)。
敷地は渋谷の一角とし、そこに複数の共同体、人の集合を含むプロ
グラムの集積した建築を設計する ( 図 11)。敷地のコンテクストから
は、あらゆる要素が混在する乱雑な渋谷という敷地性、都市軸や眺望、
敷地勾配などを引用しながらモニュメンタリティの創出を行う。
4-2．設計提案　設計は 2つのプロセスを統合する形で行う (図 12)。
phase.A-1: 前章で抽出された民衆の統合の 5 つの型より、上昇型・
求心型・回廊型・軸線型の 4 つを対象に設計提案を行う。上昇型は
ライブハウス、求心型はイベントを行える公共広場、回廊型は浴場
施設、軸線型は展望施設として個々の空間を形成する（図 13)。
phase.A-2: 型に基づいて設計された空間を一つの建築として集積す
る。都市的コンテクストから眺望に対して構成される軸線型は最上
部に、求心型による広場の中心・焦点を創出する公共広場は地上階
とし、敷地傾斜の下る方に向かって求心性を付加しＹ字路の交差点
部分を中心とする構成とした。回廊型は回廊の内側が上部に向かっ
て解放できるように最上部に構え、上昇型は中層部から最上部に向
かって貫くように配置されている（図 14.17)。
phase.A-3: 各プログラムを連結するヴォイドを形成する。そのヴォ
イドに対しては各空間の表象の集積によって選択性を付与し、かつ
異なるプログラムを抱えることによって他の共同体との偶発的な出
会いを創出するように、プログラムのあらゆる側面が表出するよう
に設計を行う（図 17)。
phase.B-1: 構築物としての安定性、堅牢性を創出し、永続・賛美・
誇示といった要求に応答する外観を創出する。敷地にのびる都市軸
を引用し対照的なファサードを構成する。また、全体は裾広なプロ
ポーションとし安定性を創出する。また唯一建築と隣接している一
辺を敷地境界線より 3500ｍｍ後退し、構築物の環境における空性を
確保し、歩道に平行しないようにボリュームを内側に巻き込むこと
でその構築物の中心性を満たしている（図 15)。
phase.A+B: 以上の操作を一つの建築として統合する。内部空間の設
計と構築物の外観設計を満たす状態を創出した。
以上の設計において内部空間による象徴 ( 統合 ) の空間モデルとそ
の構築物がモニュメンタリティを帯びるための創出要件を統合した
現代的モニュメントとしての建築の提案を行った。
■結章　総括
建築のモニュメンタリティの実態を抽象的概念の要求とそれを創出
するための具象的手法という視点から示した。それに基づき、現代
社会における象徴要求を解釈し設計を行うことで、建築、実空間の
持つべき一つの役割を提起した。以上より建築におけるモニュメン
タリティの有用性、必要性を提示した。
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表 11. 性質の創出
表 8. 性質
図 6. 広島平和祈念聖堂 /村野藤吾
表 9. 要求を担保する性質 表 10. 手法の所在
図 7. 動きの定義
■序章　モニュメンタリティの概念
1-1．背景と目的　古代より建築は国家の権威の象徴、人類の興亡
の痕跡としてデザインが導入されてきた。特に陸続きで国家間の戦
争が絶えなかった西欧諸国にとって、恒久的・不変的建築をつくる
ことは国家を築くことと同義であり、時にそれらは敵対国家への威
圧的様相を呈し、誇示するようなデザインとして象徴的な建築をい
くつも生み出してきた。その後 20 世紀に入り、古典建築が確保し
てきたモニュメンタリティは新古典建築において象徴すべき内実の
伴わない形骸化を起こしているとして批判されるようになる。さら
に世界を巻き込んだ大戦でナショナリズムに動員されたことによっ
て、戦後のモニュメンタリティの忌避は決定的なものになった。
しかし、モニュメンタリティに期待される役割は権威的であること
だけではなく、その時代の証言物として残していくことであり、そ
の重要性は現代においても変わることはないのではないだろうか。
特に近年では情報空間の急激に進行した社会において、その実空間
の求められる役割を見直す必要がある。本研究では、モニュメンタ
リティを創出するための実態を示し、その知見に基づいて現代の社
会・時代を象徴する建築を提示することを目的とする。
1-2．言語的定義　象徴は抽象的概念や思想を具象化し、ある側面
を強調表現することであり、記念は象徴に更に「後世に残すため」
などの時間的概念が付加されたものである。現代美術用語辞典にお
ける山中新太郎氏の「モニュメント」の定義によると永遠性・不動性・
不変性・壮大さをモニュメンタリティの要件としている ( 表 1)。
1-3．モニュメンタリティの動向　古代においてモニュメントはそ
の共同体 ( 国家や民族 ) の存在証明でもあり、より不朽かつ強大な
建築を生み出すことでその統治範囲を誇示してきた。中世になり、
西欧諸国では建築的主題が宗教建築へと移り変わり、宗教という思
想を共有した集団は国家以上の意味を持つことで、建築もまた思想
の統一を象徴すべく、信徒を統合した建築が構築されていく。アメ
リカの建築家ロバート・ヴェンチューリは教会堂の身廊空間を連帯
感を持った民衆のための広々とした場であり、整頓された空間であ
ると宗教建築の記念性を表現した。近世に入り、民主主義を求めた
民衆による革命の蜂起という時代背景のもと、市民はヒロイックな
建造物や人物を希求し、モニュメントが建築的な主題となる。
18-19 世紀のフランス人建築家エティエンヌ・ルイ・ブレのニュート
ン記念堂はその最たるものであった ( 図 1)。その際に、永続性や
純粋性の要求から古典建築や純粋幾何学といったものがデザインと
して参照されるようになり、新古典建築によって国家的建築やモ
ニュメントが作られるようになっていった。しかし産業革命以降の
建築論争により、新古典建築は古典の様式の内実を持たないただの
スタイルとなり、形骸化しているとされ忌避されるようになる。そ
の後の世界を巻き込んだ大戦では、ナショナリズム建築として古典
主義がプロパガンダの一役を担い、近代建築においても国家の権力
誇示する偏ったモニュメンタリティが動員されるようになる。戦後
のナショナリズム国家への反動により、モニュメンタリティの忌避は
決定的となった。この世界的事件を経験し、戦後の記念建造物は負
の記念碑が主となっていった。ピーター・アイゼンマンのホロコース
ト・メモリアルのように記憶として継承していかなければならない
使命感によって生み出されるものへと移り変わっていったのである
( 図 2)。近年では、生活単位の個人化が進むことで共同体の存在は
希薄なものへと変化し、一体的な共同体の追求する象徴としての記
念建造物を生み出すエネルギーがもはや無い社会になってきてい
る。そうした時代を捉えたヴェンチューリは新しい記念性として孤
独な群衆を表象する記念建造物の存在意義を提示している ( 表 4)。
1-4．モニュメンタリティ　本稿では記念性ではなくモニュメンタリ
ティと表現する。モニュメンタリティは特定の事物を記念するだけで
なく、その社会や時代の証言物として刻まれた構築物である(表 3)。
■第２章　モニュメンタリティにおける「要求」
近代の建築史家 S・ギーディオンは自著「現代建築の発展」や「記念
性の 9 原則」という論考においてモニュメンタリティの創出に関す
る視点、要求内容を記述している。また、美術史家H・ゼードルマイヤー
は「中心の喪失」で、近世から近代にかけての美術史の兆候を示し
た上でモニュメンタリティの変遷を詳述し、そこに求められるモニュ
メンタリティの「要求」を論じている。このふたつの言説を中心に
モニュメンタリティ創出の要求内容を抽出した (表 5)。
2-1.【象徴要求】　ギーディオンは民衆や国家などの共同体が、生活
や興亡などを象徴することをモニュメンタリティの要求としている。
民衆の統合や宗教に見られる統一的意識などを記念建造物として表
象するという、人々の生きる社会や時代の象徴物を生み出すもので
ある。これらの象徴内容の区分を類型化し ( 図 3)、対象とした現代
の記念建造物 27 事例 ( 表 6) より内容を抽出した ( 表 7)。また象徴
の中でも、ある特定の事件などの記念の対象を示すものもある。そ
れは、近世にモニュメントが流行する兆候に見られる戦勝記念や偉
人の死、現代においては第二次世界大戦の惨劇などが人類の興亡の
痕跡として記念対象に取り上げられ、惨劇の内容やそこに含まれる
感情・思想などの表象が試みられている (図 4)。
2-2.【永続要求】　H. ゼードルマイヤーは時代の証言物として残すた
めに、その構築物の形態や構成によって永遠に持続させる要求を重
要な条件の一つとしている。永続性の根源としてはピラミッドに見
られるような古代の偉大なモニュメントを参照し、短命な時代に死
後の世界の永遠性を象徴する形態を求めたように、有限な人命に対
し、無限的な永続を希求するという精神に見られるという。
2-3.【賛美・誇示要求】  記念建造物の動機の一つとして、記念する
事象に対しての賛美を表象する要求、またそれらの偉大さや雄渾さ
を誇示する要求のためにデザインが動員されるということである。
19 世紀の中心であった戦勝記念碑や英雄のモニュメントは賛美の特
性を強く持ち合わせている。また、戦間期には国家の統一を目的と
したプロパガンダとして誇示要求が強くデザインとして求められ、
それらはナショナリズム建築に強くみられる特性となった。
2-4.【中心要求】　H・ゼードルマイヤーは中心要求を挙げている。
民衆のエネルギーを集約する点としての中心の器を担う建築の役割
である。また、ギーディオンは都市計画の中でモニュメントは最も
強いアクセントとして存在するべきであり、ひとつは前項で挙げた
要求であり、性質も反復強調性や対比強調性との併用が多く、各性
質を過度に表現することによって創出している要求でもある。
[ 中心 ]においては、モニュメント建築を中心に位置付けるための「形
態や構成の特性」を捉えた性質が主に用いられており、求心性や焦
点性など設計が直接的に働きかける性質への接続が見られる。
3-2. 各性質の創出手法　前項で示した性質を創出する具体的な手法
の所在を明らかにする。手法が適応されている構成単位を「エレメ
ント」「構築物」「空間」「環境」に分類する (表 10)。またその手法を、
物理的操作として素材や立面構成からなる「表層」、構造・図式・形
式からなる「形態」、光による「照度」、プロポーションを示す「構成比」、
スケールを示す「規模」に分類し、非物理的操作として、用途・機能や、
人間の行動によって創出される「行為」の操作としている。この 2
軸によって、操作と施される対象の所在を各性質ごとに示す ( 表
11)。さらに具体的な手法の例として特徴的事例を示す（図８)。
堅牢性・量塊性・不動性・安定性・威圧性などは創出手法は多様で
あるが多くが構築物の特性として創出されている。これらは永続要
求を満たす性質として用いられるものが多く、その構築物の不動的・
不変的特性はモニュメント建築の外観を規定するひとつの要素に
なっていると考えられる。また、高揚感の象徴や賛美的要求を表象
している上昇性においても同様に構築物への適用が主となっており、
垂直方向を示す要素が構築物を構成している。
動性は形態操作以外は見られず、曲面や線状形態などによって躍動
感を生み出しており、TWA ターミナルなどは曲面形態とともに動線の
交錯を形成し、その動きを創出した。異質性も形態操作が多く、周
辺環境との対比強調と併せながら、その形態の特異性を生み出して
いる。包含性や求心性はその空間や環境の形態操作が多く、求心性
においては形態によって意図された円周的行進行動が特徴的な手法
としてあげられる。これらの手法は視覚的・静的な体験だけでなく、
空間や環境においてより動的な体験を創出する手法である。
3-3. 象徴「統合」の型　モニュメンタリティの重大な要件の一つで
ある民衆の統合を象徴するための手法として焦点の創出があり、中
心要求の創出手法としてもみられる。永続の創出に関してもより静
的な焦点となる構築物がデザインされるものが多い。ここでは、そ
の焦点の創出を動的体験の視点で考察する ( 図 7)。動きは視界内の
焦点の変動、視界（視線）自体の変動、視点（人）の動きの 3つを定義し、
事例より 5つの型を抽出した (図 9)。
【α. 上昇型】は宗教的建築の構図として多くみられるもので、空間
の上部に焦点を創出する。群集の空間と焦点の対立的関係を生み、
この関係は断面的焦点による到達不可能な状態によって強められて
いる。より宗教的な統一的な世界観を創出する。
【β. 対峙型】は群集の空間と焦点的構築物が上昇型と同様に平面上
で対立的関係をもつものである。権力的な 1 対 1 の関係性、プロパ
ガンダなどの一方向的な関係性を創出してる。
【γ. 軸線型】は周辺の構築物とその環境によって創出された軸線の
指向性によって焦点を創出するものである。その正面には焦点とし
ての構築物は据えない。丹下健三が提唱する場の記念性では視線を
貫く軸線とそこに直行した副軸（共通性がありかつ対局なものを配
すことで創出 ) がもつ焦点によって構成することで、より人の動き
が付与されると丹下は著述している (表 12)。
【δ. 求心型】は群集の空間の中心に焦点が創出されている。焦点の
移動はないが構築物を中心に群集の動きと視界の移動が発生する。
【ε. 広場型】は特定の焦点は持たないが建築によって囲い込み、内
向きの指向性を持つ建築構成によって暗示的な焦点となる中心を生
み出している。焦点・視界・視点ともに極めて動的な構成である。
これらの 5 つの型は群集の動き・活動の空間とそれらを統合するた
めの焦点性の関係を示し、より統合的な上昇型から活動的な広場型
までの段階を提示している。
章結　第 2 章で抽出した要求内容を具象化する手法を性質を介して
明らかにし、またその操作及び対象の所在を示した。さらに、焦点
の創出手法を動きという視点で詳述し 5つの型を提示した。
賛美・誇示の要求がそれらのアクセントを創出し、またそれを中心
に位置付ける敷地や景観の構築をすることの重要性を論じている。
■第３章　創出手法
前章で抽出した要求の具現化を実例より分析していく。これらの要
求はいずれも概念的な面も含み、より抽象的な概念を具象的に表現
するために、「要求の概念を意図する性質」を内包する手法を用いる
ことで段階的な構造を示し具象的な創出手法を導いている (図 5)。
3-1. 要求を担保する性質　各要求ごとに手法及び性質を抽出した結
果、23 の性質が抽出された ( 表 8)。また形態によって直接要求内容
と接続するもの、設計行為やその構成物がもつ意味によって要求内
容に接続しているものもある ( 図 6)。また、23 の性質も 3 つの段階
に分類した。「物質の特性」を捉えた性質、「形態や構成の特性」を
捉えた性質、「概念的特性」を捉えた性質の 3 つに分類し、物質的な
ものからより概念的なものへの段階を示す。計 25 の指標をもとに各
要求が接続する性質の分布を示す (表 9)。
[ 象徴 ] では、その内容によって用いられる性質は大きく異なるが、
総じて意味や形態、既存物からの借用などの、手法が直接的に用い
られているものも多い。中でも感情の高揚感や空想の天上界などの
表現において上昇性、躍動性の性質が頻繁に用いられ、悲愴感や惨
劇を表現するのに威圧性や無機性が用いられている。
[ 永続 ] の要求は不動性や安定性などの構築物の不変的・不動的な性
質によって永遠に存在させる、またそう見せるという接続が採られ
ており、それに準じた対称性や規則性などの構成の特性、また重量
感を表象することで不動性に接続するような量塊性や堅牢性などの
性質が主となっている。不動性は山中氏のモニュメントの定義に永
遠性や不変性と並んで挙げられている要素の一つで、モニュメンタ
リティを具象化する際にこれらの性質は重要な要素である。
[ 賛美・誇示 ] では、永続要求に見られた性質とは対照的に、躍動性
や上昇性などの性質によって、象徴（感情）に含まれるような高揚
感を創出するものや、威圧性によって誇示する性質に特性が見られ
る。この要求は建造物自体やその象徴内容を強調するための補助的
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■第４章　設計提案
4-1. モニュメンタリティの現代的解釈　現代の人々は共同体の重要
性を再確認し希求していながらも、自律した個人という枠組みから
抜け出すことはできないという矛盾に満ちた状態である。そうした
状態の現代の共同体の在り方を象徴しているのは情報空間に見られ
るＳＮＳではないかと考える。そこで、ここではそうした選択的か
つ偶発的な共同体の在り方を象徴する複合施設を提案する (図 10)。
敷地は渋谷の一角とし、そこに複数の共同体、人の集合を含むプロ
グラムの集積した建築を設計する ( 図 11)。敷地のコンテクストから
は、あらゆる要素が混在する乱雑な渋谷という敷地性、都市軸や眺望、
敷地勾配などを引用しながらモニュメンタリティの創出を行う。
4-2．設計提案　設計は 2つのプロセスを統合する形で行う (図 12)。
phase.A-1: 前章で抽出された民衆の統合の 5 つの型より、上昇型・
求心型・回廊型・軸線型の 4 つを対象に設計提案を行う。上昇型は
ライブハウス、求心型はイベントを行える公共広場、回廊型は浴場
施設、軸線型は展望施設として個々の空間を形成する（図 13)。
phase.A-2: 型に基づいて設計された空間を一つの建築として集積す
る。都市的コンテクストから眺望に対して構成される軸線型は最上
部に、求心型による広場の中心・焦点を創出する公共広場は地上階
とし、敷地傾斜の下る方に向かって求心性を付加しＹ字路の交差点
部分を中心とする構成とした。回廊型は回廊の内側が上部に向かっ
て解放できるように最上部に構え、上昇型は中層部から最上部に向
かって貫くように配置されている（図 14.17)。
phase.A-3: 各プログラムを連結するヴォイドを形成する。そのヴォ
イドに対しては各空間の表象の集積によって選択性を付与し、かつ
異なるプログラムを抱えることによって他の共同体との偶発的な出
会いを創出するように、プログラムのあらゆる側面が表出するよう
に設計を行う（図 17)。
phase.B-1: 構築物としての安定性、堅牢性を創出し、永続・賛美・
誇示といった要求に応答する外観を創出する。敷地にのびる都市軸
を引用し対照的なファサードを構成する。また、全体は裾広なプロ
ポーションとし安定性を創出する。また唯一建築と隣接している一
辺を敷地境界線より 3500ｍｍ後退し、構築物の環境における空性を
確保し、歩道に平行しないようにボリュームを内側に巻き込むこと
でその構築物の中心性を満たしている（図 15)。
phase.A+B: 以上の操作を一つの建築として統合する。内部空間の設
計と構築物の外観設計を満たす状態を創出した。
以上の設計において内部空間による象徴 ( 統合 ) の空間モデルとそ
の構築物がモニュメンタリティを帯びるための創出要件を統合した
現代的モニュメントとしての建築の提案を行った。
■結章　総括
建築のモニュメンタリティの実態を抽象的概念の要求とそれを創出
するための具象的手法という視点から示した。それに基づき、現代
社会における象徴要求を解釈し設計を行うことで、建築、実空間の
持つべき一つの役割を提起した。以上より建築におけるモニュメン
タリティの有用性、必要性を提示した。
【主要参考文献】
・H. ゼードルマイヤー /中心の喪失　-危機に立つ近代芸術 -/1948 年
・S. ギーディオン /現代建築の発展 /1961 年
・井上章一 /戦時下日本の建築家　-アート・キッチュ・ジャパネスク -/1995 年
・磯崎新 /建築における日本的なもの /2003 年
・丹下健三 ,藤森照信 /丹下健三 /2002 年
・アンドレア・ヒュイッセン /批評空間Ⅱ-14　「モニュメントの誘惑」/太田出版 /1997
・磯崎新・長田謙一・福田和也・浅田彰 /「ファシズムと建築」
中井久夫・磯崎新 /「悲劇に抗する建築に向けて」/批評空間Ⅱ-19/ 太田出版 /1998
・「都市環境におけるモニュメント建造物　- 西欧と日本にみられるモニュメント作品の相違
-」中川尚美・西尾尚子・北川剛一（名古屋女子大学）/2004 年
・「近現代建築におけるモニュメンタリティの造型技法に関する研究」米田春香（三重大学）
/2011 年
丹下健三
■序章　モニュメンタリティの概念
1-1．背景と目的　古代より建築は国家の権威の象徴、人類の興亡
の痕跡としてデザインが導入されてきた。特に陸続きで国家間の戦
争が絶えなかった西欧諸国にとって、恒久的・不変的建築をつくる
ことは国家を築くことと同義であり、時にそれらは敵対国家への威
圧的様相を呈し、誇示するようなデザインとして象徴的な建築をい
くつも生み出してきた。その後 20 世紀に入り、古典建築が確保し
てきたモニュメンタリティは新古典建築において象徴すべき内実の
伴わない形骸化を起こしているとして批判されるようになる。さら
に世界を巻き込んだ大戦でナショナリズムに動員されたことによっ
て、戦後のモニュメンタリティの忌避は決定的なものになった。
しかし、モニュメンタリティに期待される役割は権威的であること
だけではなく、その時代の証言物として残していくことであり、そ
の重要性は現代においても変わることはないのではないだろうか。
特に近年では情報空間の急激に進行した社会において、その実空間
の求められる役割を見直す必要がある。本研究では、モニュメンタ
リティを創出するための実態を示し、その知見に基づいて現代の社
会・時代を象徴する建築を提示することを目的とする。
1-2．言語的定義　象徴は抽象的概念や思想を具象化し、ある側面
を強調表現することであり、記念は象徴に更に「後世に残すため」
などの時間的概念が付加されたものである。現代美術用語辞典にお
ける山中新太郎氏の「モニュメント」の定義によると永遠性・不動性・
不変性・壮大さをモニュメンタリティの要件としている ( 表 1)。
1-3．モニュメンタリティの動向　古代においてモニュメントはそ
の共同体 ( 国家や民族 ) の存在証明でもあり、より不朽かつ強大な
建築を生み出すことでその統治範囲を誇示してきた。中世になり、
西欧諸国では建築的主題が宗教建築へと移り変わり、宗教という思
想を共有した集団は国家以上の意味を持つことで、建築もまた思想
の統一を象徴すべく、信徒を統合した建築が構築されていく。アメ
リカの建築家ロバート・ヴェンチューリは教会堂の身廊空間を連帯
感を持った民衆のための広々とした場であり、整頓された空間であ
ると宗教建築の記念性を表現した。近世に入り、民主主義を求めた
民衆による革命の蜂起という時代背景のもと、市民はヒロイックな
建造物や人物を希求し、モニュメントが建築的な主題と る。
18-19 世紀のフランス人建築家エティエンヌ・ルイ・ブレのニュート
ン記念堂はその最たるものであった ( 図 1)。その際に、永続性や
純粋性の要求から古典建築や純粋幾何学といったものがデザインと
して参照されるようになり、新古典建築によって国家的建築やモ
ニュメントが作られるようになっていった。しかし産業革命以降の
建築論争により、新古典建築は古典の様式の内実を持たないただの
スタイルとなり、形骸化しているとされ忌避されるようになる。そ
の後の世界を巻き込んだ大戦では、ナショナリズム建築として古典
主義がプロパガンダの一役を担い、近代建築においても国家の権力
誇示する偏ったモニュメンタリティが動員されるようになる。戦後
のナショナリズム国家への反動により、モニュメンタリティの忌避は
決定的となった。この世界的事件を経験し、戦後の記念建造物は負
の記念碑が主となっていった。ピーター・アイゼンマンのホロコース
ト・メモリアルのように記憶として継承していかなければならない
使命感によって生み出されるものへと移り変わっていったのである
( 図 2)。近年では、生活単位の個人化が進むことで共同体の存在は
希薄なものへと変化し、一体的な共同体の追求する象徴としての記
念建造物を生み出すエネルギーがもはや無い社会になってきてい
る。そうした時代を捉えたヴェンチューリは新しい記念性として孤
独な群衆を表象する記念建造物の存在意義を提示している ( 表 4)。
1-4．モニュメンタリティ　本稿では記念性ではなくモニュメンタリ
ティと表現する。モニュメンタリティは特定の事物を記念するだけで
なく、その社会や時代の証言物として刻まれた構築物である(表 3)。
■第２章　モニュメンタリティにおける「要求」
近代の建築史家 S・ギーディオンは自著「現代建築の発展」や「記念
性の 9 原則」という論考においてモニュメンタリティの創出に関す
る視点、要求内容を記述している。また、美術史家H・ゼードルマイヤー
は「中心の喪失」で、近世から近代にかけての美術史の兆候を示し
た上でモニュメンタリティの変遷を詳述し、そこに求められるモニュ
メンタリティの「要求」を論じている。このふたつの言説を中心に
モニュメンタリティ創出の要求内容を抽出した (表 5)。
2-1.【象徴要求】　ギーディオンは民衆や国家などの共同体が、生活
や興亡などを象徴することをモニュメンタリティの要求としている。
民衆の統合や宗教に見られる統一的意識などを記念建造物として表
象するという、人々の生きる社会や時代の象徴物を生み出すもので
ある。これらの象徴内容の区分を類型化し ( 図 3)、対象とした現代
の記念建造物 27 事例 ( 表 6) より内容を抽出した ( 表 7)。また象徴
の中でも、ある特定の事件などの記念の対象を示すものもある。そ
れは、近世にモニュメントが流行する兆候に見られる戦勝記念や偉
人の死、現代においては第二次世界大戦の惨劇などが人類の興亡の
痕跡として記念対象に取り上げられ、惨劇の内容やそこに含まれる
感情・思想などの表象が試みられている (図 4)。
2-2.【永続要求】　H. ゼードルマイヤーは時代の証言物として残すた
めに、その構築物の形態や構成によって永遠に持続させる要求を重
要な条件の一つとしている。永続性の根源としてはピラミッドに見
られるような古代の偉大なモニュメントを参照し、短命な時代に死
後の世界の永遠性を象徴する形態を求めたように、有限な人命に対
し、無限的な永続を希求するという精神に見られるという。
2-3.【賛美・誇示要求】  記念建造物の動機の一つとして、記念する
事象に対しての賛美を表象する要求、またそれらの偉大さや雄渾さ
を誇示する要求のためにデザインが動員されるということである。
19 世紀の中心であった戦勝記念碑や英雄のモニュメントは賛美の特
性を強く持ち合わせている。また、戦間期には国家の統一を目的と
したプロパガンダとして誇示要求が強くデザインとして求められ、
それらはナショナリズム建築に強くみられる特性となった。
2-4.【中心要求】　H・ゼードルマイヤーは中心要求を挙げている。
民衆のエネルギーを集約する点としての中心の器を担う建築の役割
である。また、ギーディオンは都市計画の中でモニュメントは最も
強いアクセントとして存在するべきであり、ひとつは前項で挙げた
要求であり、性質も反復強調性や対比強調性との併用が多く、各性
質を過度に表現することによって創出している要求でもある。
[ 中心 ]においては、モニュメント建築を中心に位置付けるための「形
態や構成の特性」を捉えた性質が主に用いられており、求心性や焦
点性など設計が直接的に働きかける性質への接続が見られる。
3-2. 各性質の創出手法　前項で示した性質を創出する具体的な手法
の所在を明らかにする。手法が適応されている構成単位を「エレメ
ント」「構築物」「空間」「環境」に分類する (表 10)。またその手法を、
物理的操作として素材や立面構成からなる「表層」、構造・図式・形
式からなる「形態」、光による「照度」、プロポーションを示す「構成比」、
スケールを示す「規模」に分類し、非物理的操作として、用途・機能や、
人間の行動によって創出される「行為」の操作としている。この 2
軸によって、操作と施される対象の所在を各性質ごとに示す ( 表
11)。さらに具体的な手法の例として特徴的事例を示す（図８)。
堅牢性・量塊性・不動性・安定性・威圧性などは創出手法は多様で
あるが多くが構築物の特性として創出されている。これらは永続要
求を満たす性質として用いられるものが多く、その構築物の不動的・
不変的特性はモニュメント建築の外観を規定するひとつの要素に
なっていると考えられる。また、高揚感の象徴や賛美的要求を表象
している上昇性においても同様に構築物への適用が主となっており、
垂直方向を示す要素が構築物を構成している。
動性は形態操作以外は見られず、曲面や線状形態などによって躍動
感を生み出しており、TWA ターミナルなどは曲面形態とともに動線の
交錯を形成し、その動きを創出した。異質性も形態操作が多く、周
辺環境との対比強調と併せながら、その形態の特異性を生み出して
いる。包含性や求心性はその空間や環境の形態操作が多く、求心性
においては形態によって意図された円周的行進行動が特徴的な手法
としてあげられる。これらの手法は視覚的・静的な体験だけでなく、
空間や環境においてより動的な体験を創出する手法である。
3-3. 象徴「統合」の型　モニュメンタリティの重大な要件の一つで
ある民衆の統合を象徴するための手法として焦点の創出があり、中
心要求の創出手法としてもみられる。永続の創出に関してもより静
的な焦点となる構築物がデザインされるものが多い。ここでは、そ
の焦点の創出を動的体験の視点で考察する ( 図 7)。動きは視界内の
焦点の変動、視界（視線）自体の変動、視点（人）の動きの 3つを定義し、
事例より 5つの型を抽出した (図 9)。
【α. 上昇型】は宗教的建築の構図として多くみられるもので、空間
の上部に焦点を創出する。群集の空間と焦点の対立的関係を生み、
この関係は断面的焦点による到達不可能な状態によって強められて
いる。より宗教的な統一的な世界観を創出する。
【β. 対峙型】は群集の空間と焦点的構築物が上昇型と同様に平面上
で対立的関係をもつものである。権力的な 1 対 1 の関係性、プロパ
ガンダなどの一方向的な関係性を創出してる。
【γ. 軸線型】は周辺の構築物とその環境によって創出された軸線の
指向性によって焦点を創出するものである。その正面には焦点とし
ての構築物は据えない。丹下健三が提唱する場の記念性では視線を
貫く軸線とそこに直行した副軸（共通性がありかつ対局なものを配
すことで創出 ) がもつ焦点によって構成することで、より人の動き
が付与されると丹下は著述している (表 12)。
【δ. 求心型】は群集の空間の中心に焦点が創出されている。焦点の
移動はないが構築物を中心に群集の動きと視界の移動が発生する。
【ε. 広場型】は特定の焦点は持たないが建築によって囲い込み、内
向きの指向性を持つ建築構成によって暗示的な焦点となる中心を生
み出している。焦点・視界・視点ともに極めて動的な構成である。
これらの 5 つの型は群集の動き・活動の空間とそれらを統合するた
めの焦点性の関係を示し、より統合的な上昇型から活動的な広場型
までの段階を提示している。
章結　第 2 章で抽出した要求内容を具象化する手法を性質を介して
明らかにし、またその操作及び対象の所在を示した。さらに、焦点
の創出手法を動きという視点で詳述し 5つの型を提示した。
賛美・誇示の要求がそれらのアクセントを創出し、またそれを中心
に位置付ける敷地や景観の構築をすることの重要性を論じている。
■第３章　創出手法
前章で抽出した要求の具現化を実例より分析していく。これらの要
求はいずれも概念的な面も含み、より抽象的な概念を具象的に表現
するために、「要求の概念を意図する性質」を内包する手法を用いる
ことで段階的な構造を示し具象的な創出手法を導いている (図 5)。
3-1. 要求を担保する性質　各要求ごとに手法及び性質を抽出した結
果、23 の性質が抽出された ( 表 8)。また形態によって直接要求内容
と接続するもの、設計行為やその構成物がもつ意味によって要求内
容に接続しているものもある ( 図 6)。また、23 の性質も 3 つの段階
に分類した。「物質の特性」を捉えた性質、「形態や構成の特性」を
捉えた性質、「概念的特性」を捉えた性質の 3 つに分類し、物質的な
ものからより概念的なものへの段階を示す。計 25 の指標をもとに各
要求が接続する性質の分布を示す (表 9)。
[ 象徴 ] では、その内容によって用いられる性質は大きく異なるが、
総じて意味や形態、既存物からの借用などの、手法が直接的に用い
られているものも多い。中でも感情の高揚感や空想の天上界などの
表現において上昇性、躍動性の性質が頻繁に用いられ、悲愴感や惨
劇を表現するのに威圧性や無機性が用いられている。
[ 永続 ] の要求は不動性や安定性などの構築物の不変的・不動的な性
質によって永遠に存在させる、またそう見せるという接続が採られ
ており、それに準じた対称性や規則性などの構成の特性、また重量
感を表象することで不動性に接続するような量塊性や堅牢性などの
性質が主となっている。不動性は山中氏のモニュメントの定義に永
遠性や不変性と並んで挙げられている要素の一つで、モニュメンタ
リティを具象化する際にこれらの性質は重要な要素である。
[ 賛美・誇示 ] では、永続要求に見られた性質とは対照的に、躍動性
や上昇性などの性質によって、象徴（感情）に含まれるような高揚
感を創出するものや、威圧性によって誇示する性質に特性が見られ
る。この要求は建造物自体やその象徴内容を強調するための補助的
表 12. 丹下健三による場の記念性
図 9. 焦点創出の 5つの型
図 8. 特徴的手法
■第４章　設計提案
4-1. モニュメンタリティの現代的解釈　現代の人々は共同体の重要
性を再確認し希求していながらも、自律した個人という枠組みから
抜け出すことはできないという矛盾に満ちた状態である。そうした
状態の現代の共同体の在り方を象徴しているのは情報空間に見られ
るＳＮＳではないかと考える。そこで、ここではそうした選択的か
つ偶発的な共同体の在り方を象徴する複合施設を提案する (図 10)。
敷地は渋谷の一角とし、そこに複数の共同体、人の集合を含むプロ
グラムの集積した建築を設計する ( 図 11)。敷地のコンテクストから
は、あらゆる要素が混在する乱雑な渋谷という敷地性、都市軸や眺望、
敷地勾配などを引用しながらモニュメンタリティの創出を行う。
4-2．設計提案　設計は 2つのプロセスを統合する形で行う (図 12)。
phase.A-1: 前章で抽出された民衆の統合の 5 つの型より、上昇型・
求心型・回廊型・軸線型の 4 つを対象に設計提案を行う。上昇型は
ライブハウス、求心型はイベントを行える公共広場、回廊型は浴場
施設、軸線型は展望施設として個々の空間を形成する（図 13)。
phase.A-2: 型に基づいて設計された空間を一つの建築として集積す
る。都市的コンテクストから眺望に対して構成される軸線型は最上
部に、求心型による広場の中心・焦点を創出する公共広場は地上階
とし、敷地傾斜の下る方に向かって求心性を付加しＹ字路の交差点
部分を中心とする構成とした。回廊型は回廊の内側が上部に向かっ
て解放できるように最上部に構え、上昇型は中層部から最上部に向
かって貫くように配置されている（図 14.17)。
phase.A-3: 各プログラムを連結するヴォイドを形成する。そのヴォ
イドに対しては各空間の表象の集積によって選択性を付与し、かつ
異なるプログラムを抱えることによって他の共同体との偶発的な出
会いを創出するように、プログラムのあらゆる側面が表出するよう
に設計を行う（図 17)。
phase.B-1: 構築物としての安定性、堅牢性を創出し、永続・賛美・
誇示といった要求に応答する外観を創出する。敷地にのびる都市軸
を引用し対照的なファサードを構成する。また、全体は裾広なプロ
ポーションとし安定性を創出する。また唯一建築と隣接している一
辺を敷地境界線より 3500ｍｍ後退し、構築物の環境における空性を
確保し、歩道に平行しないようにボリュームを内側に巻き込むこと
でその構築物の中心性を満たしている（図 15)。
phase.A+B: 以上の操作を一つの建築として統合する。内部空間の設
計と構築物の外観設計を満たす状態を創出した。
以上の設計において内部空間による象徴 ( 統合 ) の空間モデルとそ
の構築物がモニュメンタリティを帯びるための創出要件を統合した
現代的モニュメントとしての建築の提案を行った。
■結章　総括
建築のモニュメンタリティの実態を抽象的概念の要求とそれを創出
するための具象的手法という視点から示した。それに基づき、現代
社会における象徴要求を解釈し設計を行うことで、建築、実空間の
持つべき一つの役割を提起した。以上より建築におけるモニュメン
タリティの有用性、必要性を提示した。
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ロッパ的な量塊の記念性とは異なる概念を日本的環境の中で編み出している。
(イ )軸線に沿って進むアプローチの向かう先に大きな建築物を据えない。
(ロ )左右に基本的には共通性がありながらしかし対極なものを配する。
(ハ )場の中を身体が移動し視線が貫く。
(ニ )場が攪乱されないよう画す工夫をすること。
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02. 眺望 03. 断面特性
01. 都市軸
01. 共同体への再希求 02. 選択性と偶発性　
03. 実空間の意義　
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し、都市の軸を受け止め
る敷地。
その年軸を芯に対称的な
敷地構成が特徴。
近年、人々の個人化は進み限界まで追求
された中で、縮小社会を迎え、人が集合
する共同体の重要性は見直されるように
なっている。その現代的あり方が SNS な
どの情報空間に県都に現れている。「個」
を確保しながら「共同体」を希求する。
情報空間として現代を象徴する共同体の
あり方が提示されているが、そこに実存
はなく、実存の象徴を形成するのは建築
の一つの重要な役割であると考える。
Ｙ字路の交差点か
ら軸線方向に向
かってレベル差が
あり、最大で 6ｍ
高くなっている。屋上レベルからの代々木公園緑
地と新宿摩天楼の眺望。
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phase B-1
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ストに基づき、集積・配置し
ていく。
各空間の選択的かつ偶発的に
交錯させるための残余空間を、
現代を象徴するヴォイドとし
て構成する。
構築物と空間の設計を統合し、
構築物としてのモニュメンタリ
ティと空間の象徴を内包する。
永続性や賛美・誇示などのモ
ニュメンタリティの要件を満
たす外観を形成する。
構築物の形成+6.0Ｍ
Ａ
Ｃ Ｄ Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｂ
各空間やその共同体を
パッケージ化するよう
にコンテンツに対し選
択的に接続できる。
目的空間、共同体以外
のものに偶発的に出会
い、新たな領域を獲得
していく。
＜選択性＞
＜偶発性＞
一つに統一された共同体
古代
現代
■序章　モニュメンタリティの概念
1-1．背景と目的　古代より建築は国家の権威の象徴、人類の興亡
の痕跡としてデザインが導入されてきた。特に陸続きで国家間の戦
争が絶えなかった西欧諸国にとって、恒久的・不変的建築をつくる
ことは国家を築くことと同義であり、時にそれらは敵対国家への威
圧的様相を呈し、誇示するようなデザインとして象徴的な建築をい
くつも生み出してきた。その後 20 世紀に入り、古典建築が確保し
てきたモニュメンタリティは新古典建築において象徴すべき内実の
伴わない形骸化を起こしているとして批判されるようになる。さら
に世界を巻き込んだ大戦でナショナリズムに動員されたことによっ
て、戦後のモニュメンタリティの忌避は決定的なものになった。
しかし、モニュメンタリティに期待される役割は権威的であること
だけではなく、その時代の証言物として残していくことであり、そ
の重要性は現代においても変わることはないのではないだろうか。
特に近年では情報空間の急激に進行した社会において、その実空間
の求められる役割を見直す必要がある。本研究では、モニュメンタ
リティを創出するための実態を示し、その知見に基づいて現代の社
会・時代を象徴する建築を提示することを目的とする。
1-2．言語的定義　象徴は抽象的概念や思想を具象化し、ある側面
を強調表現することであり、記念は象徴に更に「後世に残すため」
などの時間的概念が付加されたものである。現代美術用語辞典にお
ける山中新太郎氏の「モニュメント」の定義によると永遠性・不動性・
不変性・壮大さをモニュメンタリティの要件としている ( 表 1)。
1-3．モニュメンタリティの動向　古代においてモニュメントはそ
の共同体 ( 国家や民族 ) の存在証明でもあり、より不朽かつ強大な
建築を生み出すことでその統治範囲を誇示してきた。中世になり、
西欧諸国では建築的主題が宗教建築へと移り変わり、宗教という思
想を共有した集団は国家以上の意味を持つことで、建築もまた思想
の統一を象徴すべく、信徒を統合した建築が構築されていく。アメ
リカの建築家ロバート・ヴェンチューリは教会堂の身廊空間を連帯
感を持った民衆のための広々とした場であり、整頓された空間であ
ると宗教建築の記念性を表現した。近世に入り、民主主義を求めた
民衆による革命の蜂起という時代背景のもと、市民はヒロイックな
建造物や人物を希求し、モニュメントが建築的な主題となる。
18-19 世紀のフランス人建築家エティエンヌ・ルイ・ブレのニュート
ン記念堂はその最たるものであった ( 図 1)。その際に、永続性や
純粋性の要求から古典建築や純粋幾何学といったものがデザインと
して参照されるようになり、新古典建築によって国家的建築やモ
ニュメントが作られるようになっていった。しかし産業革命以降の
建築論争により、新古典建築は古典の様式の内実を持たないただの
スタイルとなり、形骸化しているとされ忌避されるようになる。そ
の後の世界を巻き込んだ大戦では、ナショナリズム建築として古典
主義がプロパガンダの一役を担い、近代建築においても国家の権力
誇示する偏ったモニュメンタリティが動員されるようになる。戦後
のナショナリズム国家への反動により、モニュメンタリティの忌避は
決定的となった。この世界的事件を経験し、戦後の記念建造物は負
の記念碑が主となっていった。ピーター・アイゼンマンのホロコース
ト・メモリアルのように記憶として継承していかなければならない
使命感によって生み出されるものへと移り変わっていったのである
( 図 2)。近年では、生活単位の個人化が進むことで共同体の存在は
希薄なものへと変化し、一体的な共同体の追求する象徴としての記
念建造物を生み出すエネルギーがもはや無い社会になってきてい
る。そうした時代を捉えたヴェンチューリは新しい記念性として孤
独な群衆を表象する記念建造物の存在意義を提示している ( 表 4)。
1-4．モニュメンタリティ　本稿では記念性ではなくモニュメンタリ
ティと表現する。モニュメンタリティは特定の事物を記念するだけで
なく、その社会や時代の証言物として刻まれた構築物である(表 3)。
■第２章　モニュメンタリティにおける「要求」
近代の建築史家 S・ギーディオンは自著「現代建築の発展」や「記念
性の 9 原則」という論考においてモニュメンタリティの創出に関す
る視点、要求内容を記述している。また、美術史家H・ゼードルマイヤー
は「中心の喪失」で、近世から近代にかけての美術史の兆候を示し
た上でモニュメンタリティの変遷を詳述し、そこに求められるモニュ
メンタリティの「要求」を論じている。このふたつの言説を中心に
モニュメンタリティ創出の要求内容を抽出した (表 5)。
2-1.【象徴要求】　ギーディオンは民衆や国家などの共同体が、生活
や興亡などを象徴することをモニュメンタリティの要求としている。
民衆の統合や宗教に見られる統一的意識などを記念建造物として表
象するという、人々の生きる社会や時代の象徴物を生み出すもので
ある。これらの象徴内容の区分を類型化し ( 図 3)、対象とした現代
の記念建造物 27 事例 ( 表 6) より内容を抽出した ( 表 7)。また象徴
の中でも、ある特定の事件などの記念の対象を示すものもある。そ
れは、近世にモニュメントが流行する兆候に見られる戦勝記念や偉
人の死、現代においては第二次世界大戦の惨劇などが人類の興亡の
痕跡として記念対象に取り上げられ、惨劇の内容やそこに含まれる
感情・思想などの表象が試みられている (図 4)。
2-2.【永続要求】　H. ゼードルマイヤーは時代の証言物として残すた
めに、その構築物の形態や構成によって永遠に持続させる要求を重
要な条件の一つとしている。永続性の根源としてはピラミッドに見
られるような古代の偉大なモニュメントを参照し、短命な時代に死
後の世界の永遠性を象徴する形態を求めたように、有限な人命に対
し、無限的な永続を希求するという精神に見られるという。
2-3.【賛美・誇示要求】  記念建造物の動機の一つとして、記念する
事象に対しての賛美を表象する要求、またそれらの偉大さや雄渾さ
を誇示する要求のためにデザインが動員されるということである。
19 世紀の中心であった戦勝記念碑や英雄のモニュメントは賛美の特
性を強く持ち合わせている。また、戦間期には国家の統一を目的と
したプロパガンダとして誇示要求が強くデザインとして求められ、
それらはナショナリズム建築に強くみられる特性となった。
2-4.【中心要求】　H・ゼードルマイヤーは中心要求を挙げている。
民衆のエネルギーを集約する点としての中心の器を担う建築の役割
である。また、ギーディオンは都市計画の中でモニュメントは最も
強いアクセントとして存在するべきであり、ひとつは前項で挙げた
要求であり、性質も反復強調性や対比強調性との併用が多く、各性
質を過度に表現することによって創出している要求でもある。
[ 中心 ]においては、モニュメント建築を中心に位置付けるための「形
態や構成の特性」を捉えた性質が主に用いられており、求心性や焦
点性など設計が直接的に働きかける性質への接続が見られる。
3-2. 各性質の創出手法　前項で示した性質を創出する具体的な手法
の所在を明らかにする。手法が適応されている構成単位を「エレメ
ント」「構築物」「空間」「環境」に分類する (表 10)。またその手法を、
物理的操作として素材や立面構成からなる「表層」、構造・図式・形
式からなる「形態」、光による「照度」、プロポーションを示す「構成比」、
スケールを示す「規模」に分類し、非物理的操作として、用途・機能や、
人間の行動によって創出される「行為」の操作としている。この 2
軸によって、操作と施される対象の所在を各性質ごとに示す ( 表
11)。さらに具体的な手法の例として特徴的事例を示す（図８)。
堅牢性・量塊性・不動性・安定性・威圧性などは創出手法は多様で
あるが多くが構築物の特性として創出されている。これらは永続要
求を満たす性質として用いられるものが多く、その構築物の不動的・
不変的特性はモニュメント建築の外観を規定するひとつの要素に
なっていると考えられる。また、高揚感の象徴や賛美的要求を表象
している上昇性においても同様に構築物への適用が主となっており、
垂直方向を示す要素が構築物を構成している。
動性は形態操作以外は見られず、曲面や線状形態などによって躍動
感を生み出しており、TWA ターミナルなどは曲面形態とともに動線の
交錯を形成し、その動きを創出した。異質性も形態操作が多く、周
辺環境との対比強調と併せながら、その形態の特異性を生み出して
いる。包含性や求心性はその空間や環境の形態操作が多く、求心性
においては形態によって意図された円周的行進行動が特徴的な手法
としてあげられる。これらの手法は視覚的・静的な体験だけでなく、
空間や環境においてより動的な体験を創出する手法である。
3-3. 象徴「統合」の型　モニュメンタリティの重大な要件の一つで
ある民衆の統合を象徴するための手法として焦点の創出があり、中
心要求の創出手法としてもみられる。永続の創出に関してもより静
的な焦点となる構築物がデザインされるものが多い。ここでは、そ
の焦点の創出を動的体験の視点で考察する ( 図 7)。動きは視界内の
焦点の変動、視界（視線）自体の変動、視点（人）の動きの 3つを定義し、
事例より 5つの型を抽出した (図 9)。
【α. 上昇型】は宗教的建築の構図として多くみられるもので、空間
の上部に焦点を創出する。群集の空間と焦点の対立的関係を生み、
この関係は断面的焦点による到達不可能な状態によって強められて
いる。より宗教的な統一的な世界観を創出する。
【β. 対峙型】は群集の空間と焦点的構築物が上昇型と同様に平面上
で対立的関係をもつものである。権力的な 1 対 1 の関係性、プロパ
ガンダなどの一方向的な関係性を創出してる。
【γ. 軸線型】は周辺の構築物とその環境によって創出された軸線の
指向性によって焦点を創出するものである。その正面には焦点とし
ての構築物は据えない。丹下健三が提唱する場の記念性では視線を
貫く軸線とそこに直行した副軸（共通性がありかつ対局なものを配
すことで創出 ) がもつ焦点によって構成することで、より人の動き
が付与されると丹下は著述している (表 12)。
【δ. 求心型】は群集の空間の中心に焦点が創出されている。焦点の
移動はないが構築物を中心に群集の動きと視界の移動が発生する。
【ε. 広場型】は特定の焦点は持たないが建築によって囲い込み、内
向きの指向性を持つ建築構成によって暗示的な焦点となる中心を生
み出している。焦点・視界・視点ともに極めて動的な構成である。
これらの 5 つの型は群集の動き・活動の空間とそれらを統合するた
めの焦点性の関係を示し、より統合的な上昇型から活動的な広場型
までの段階を提示している。
章結　第 2 章で抽出した要求内容を具象化する手法を性質を介して
明らかにし、またその操作及び対象の所在を示した。さらに、焦点
の創出手法を動きという視点で詳述し 5つの型を提示した。
賛美・誇示の要求がそれらのアクセントを創出し、またそれを中心
に位置付ける敷地や景観の構築をすることの重要性を論じている。
■第３章　創出手法
前章で抽出した要求の具現化を実例より分析していく。これらの要
求はいずれも概念的な面も含み、より抽象的な概念を具象的に表現
するために、「要求の概念を意図する性質」を内包する手法を用いる
ことで段階的な構造を示し具象的な創出手法を導いている (図 5)。
3-1. 要求を担保する性質　各要求ごとに手法及び性質を抽出した結
果、23 の性質が抽出された ( 表 8)。また形態によって直接要求内容
と接続するもの、設計行為やその構成物がもつ意味によって要求内
容に接続しているものもある ( 図 6)。また、23 の性質も 3 つの段階
に分類した。「物質の特性」を捉えた性質、「形態や構成の特性」を
捉えた性質、「概念的特性」を捉えた性質の 3 つに分類し、物質的な
ものからより概念的なものへの段階を示す。計 25 の指標をもとに各
要求が接続する性質の分布を示す (表 9)。
[ 象徴 ] では、その内容によって用いられる性質は大きく異なるが、
総じて意味や形態、既存物からの借用などの、手法が直接的に用い
られているものも多い。中でも感情の高揚感や空想の天上界などの
表現において上昇性、躍動性の性質が頻繁に用いられ、悲愴感や惨
劇を表現するのに威圧性や無機性が用いられている。
[ 永続 ] の要求は不動性や安定性などの構築物の不変的・不動的な性
質によって永遠に存在させる、またそう見せるという接続が採られ
ており、それに準じた対称性や規則性などの構成の特性、また重量
感を表象することで不動性に接続するような量塊性や堅牢性などの
性質が主となっている。不動性は山中氏のモニュメントの定義に永
遠性や不変性と並んで挙げられている要素の一つで、モニュメンタ
リティを具象化する際にこれらの性質は重要な要素である。
[ 賛美・誇示 ] では、永続要求に見られた性質とは対照的に、躍動性
や上昇性などの性質によって、象徴（感情）に含まれるような高揚
感を創出するものや、威圧性によって誇示する性質に特性が見られ
る。この要求は建造物自体やその象徴内容を強調するための補助的
図 10. モニュメンタリティの現代的解釈
図 11. 対象敷地 図 12. 設計プロセス
■第４章　設計提案
4-1. モニュメンタリティの現代的解釈　現代の人々は共同体の重要
性を再確認し希求していながらも、自律した個人という枠組みから
抜け出すことはできないという矛盾に満ちた状態である。そうした
状態の現代の共同体の在り方を象徴しているのは情報空間に見られ
るＳＮＳではないかと考える。そこで、ここではそうした選択的か
つ偶発的な共同体の在り方を象徴する複合施設を提案する (図 10)。
敷地は渋谷の一角とし、そこに複数の共同体、人の集合を含むプロ
グラムの集積した建築を設計する ( 図 11)。敷地のコンテクストから
は、あらゆる要素が混在する乱雑な渋谷という敷地性、都市軸や眺望、
敷地勾配などを引用しながらモニュメンタリティの創出を行う。
4-2．設計提案　設計は 2つのプロセスを統合する形で行う (図 12)。
phase.A-1: 前章で抽出された民衆の統合の 5 つの型より、上昇型・
求心型・回廊型・軸線型の 4 つを対象に設計提案を行う。上昇型は
ライブハウス、求心型はイベントを行える公共広場、回廊型は浴場
施設、軸線型は展望施設として個々の空間を形成する（図 13)。
phase.A-2: 型に基づいて設計された空間を一つの建築として集積す
る。都市的コンテクストから眺望に対して構成される軸線型は最上
部に、求心型による広場の中心・焦点を創出する公共広場は地上階
とし、敷地傾斜の下る方に向かって求心性を付加しＹ字路の交差点
部分を中心とする構成とした。回廊型は回廊の内側が上部に向かっ
て解放できるように最上部に構え、上昇型は中層部から最上部に向
かって貫くように配置されている（図 14.17)。
phase.A-3: 各プログラムを連結するヴォイドを形成する。そのヴォ
イドに対しては各空間の表象の集積によって選択性を付与し、かつ
異なるプログラムを抱えることによって他の共同体との偶発的な出
会いを創出するように、プログラムのあらゆる側面が表出するよう
に設計を行う（図 17)。
phase.B-1: 構築物としての安定性、堅牢性を創出し、永続・賛美・
誇示といった要求に応答する外観を創出する。敷地にのびる都市軸
を引用し対照的なファサードを構成する。また、全体は裾広なプロ
ポーションとし安定性を創出する。また唯一建築と隣接している一
辺を敷地境界線より 3500ｍｍ後退し、構築物の環境における空性を
確保し、歩道に平行しないようにボリュームを内側に巻き込むこと
でその構築物の中心性を満たしている（図 15)。
phase.A+B: 以上の操作を一つの建築として統合する。内部空間の設
計と構築物の外観設計を満たす状態を創出した。
以上の設計において内部空間による象徴 ( 統合 ) の空間モデルとそ
の構築物がモニュメンタリティを帯びるための創出要件を統合した
現代的モニュメントとしての建築の提案を行った。
■結章　総括
建築のモニュメンタリティの実態を抽象的概念の要求とそれを創出
するための具象的手法という視点から示した。それに基づき、現代
社会における象徴要求を解釈し設計を行うことで、建築、実空間の
持つべき一つの役割を提起した。以上より建築におけるモニュメン
タリティの有用性、必要性を提示した。
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がいなくなって二人で‘I wish' を聞きながら必死にやったのはここ一番の思い
出なきがします。
研究室に入ってからも、ともに企業就職ではなく独立を志向する道を歩むと決め
てから、勝手に同志と思わせてもらってました。深夜に二人で研究室で並びなが
ら卒業後の話、将来の話をするのはなかなか楽しかったです。
これからお互いにどこで何をやっているかはころころ変わっているかもしれない
ですが、30 歳くらいでお互いにオープンハウスとかに招待しあいたい、あわよ
くば SD.Review で出展者として出会いたい。そんな夢を描いています。これから
も定期的にお互いの近況報告でもできたらいいです。
ありがとう。ともに頑張りましょう。
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塚田勇輝君。見た目は普通なのに中身は大分癖のある、でもにぎやかで周りを気
にしながら明るくしてくれる君は大学院からの 2年間だったにもかかわらず、早
くも研究室のムードメーカーとなり、つらさを感じさせない研究室生活としてく
れました。
一番の思い出はどう考えても修士 1年でおこなった北京のコンバージョン調査で
しょうか。それまで仲が良いわけではなかったですが謎に同調し変なテンション
が生まれましたがそれまで知らなかった君の本質を見ることができすごくいい
きっかけでした。毎日のように天安門に通っていたのも中国語講座が行われてい
たこともいい思い出です。その持前のコミュニケーション能力と旅慣れしている
ことから、貪欲にヒアリングなどのできるその姿勢は頼もしく見習っていました。
見た目によらず、意外と安定とはほど遠い野望を持っていて、その夢を実現する
ための行動力には本当に尊敬しています。
ありがとう。これからも突き進んでください。
小川泉さん。泉さんとは非常に短い同期生活でしたし、学校にもあまりいなかっ
たので機会は少なかったのですが、いつもわりと気さくに話しかけてきていただ
いて、お気づかいいただいて、本当に感謝しています。
ゼミでの自分のやりたいことを貫こうとする意志がすごく強く伝わってきて、
はっきりと言葉にできるその姿に尊敬していました。これから自分が付けていか
なければならない能力だなと思っています。
これからは社会人であり、1児の母として頑張ってください。
来年からも研究室に残る皆にもたくさん支えられました。
川勝雄司君。卒業のタイミングはずれてしまいましたがともに二年間切磋琢磨で
きよかったです。来年からの研究室を引っ張っていってください。
川端友紀子さん。いろんな点で意見が合い ( 特に好き嫌い…) 話せる後輩で、君
の油を買うのが迷惑なふりをしながらも楽しかったです。近年の研究室では数少
ないお酒を飲める友としていろんな話ができました。研究室を去るのがなかなか
に寂しいです。
修士設計の内容にも後輩ながら的確に新たな視点を加えてくれたり、説明してい
るだけで整理されていました。卒業設計・調査と研究室の活動も真剣に取り組む
ところ、ちゃんと周りを見ているところ ( 私と一緒ですね )、その姿勢を大切に
して研究室を牽引していってください。
来年以降も暇なときに油を売ってください。全力で買わせていただきます。2 年
間の楽しく愉快でありながら、気張らない時間をくれたこと、感謝しています。
ありがとう。また会いましょう。
水谷慶君。いつも先輩を立ててくれてどうもありがとう。先輩の言うことに迎合
する姿もわかりやす過ぎていじりがいがありました。なんだかんだで頼りにして
いたし、話しやすくて楽しかったです。仕事に関してもきちんとやることをやっ
てくれる後輩がいてくれて本当に助かります。一つだけ、もう少し自分のやりた
いこと、夢を持ってみたらと思います。ぜひ、修士の最後は無茶な世界でも飛び
込んでみてください。期待しています。ありがとう。
藤本祐太君。何とも言えない不思議な空気感をもっている君は、周りをなごませ
てくれました。建築に対する愛はすごく感じています。台湾・カナダと調査旅行
でも大変お世話になりました。来年からの活躍を期待しています。
萱原駿君。外部から来られた君には研究室に新しい風を取り込んでいただきまし
た。貪欲に勉強しようという姿勢には大変尊敬していましたし、自分の研究に対
して質問を投げかけてくれることで毎回自分の思考を整理し説明する機会をも
らっていました。来年からもその姿勢を持ち続け頑張ってください。
長橋祐太君。温厚な君は常に研究室内での人間関係の緩衝役をやっていただいて
いたように思います。今後とも研究室の母としてみんなを支え、修士二年の研究
に打ち込んでいただければと思います。
熊谷雄君。水上俊也君。遠藤奈々さん。君たちとは 4年の卒業論文設計をやりぬ
いていく姿を隣に感じ、ともに切磋琢磨してきました。卒業設計の際には修士設
計で泊まり込みをしていたために、ほぼ毎日のように顔を合わせていたようにも
思います。来年からは同研究室にすすむ人、他大学の研究室に進学する人様々で
すが、今後も自分のやりぬくことをやり、精進していくことを願っています。こ
れからも頑張りましょう。
また、修士設計の模型製作に際し、忙しい時間の合間を縫って手伝っていただい
た方々に、心から感謝しています。精神的、身体的ともども支えとなっておりま
した。自分の修士論文がある中作業を手伝い、私のペースの遅れを時に厳しく指
摘してくれた同期である近藤君、斎藤君、藤谷君、大舘君、桜子さん、増井君、
厨さん、神山さん。就活の忙しい時期に時間を割いて手伝ってくれた M1、三木
君 ( ミキティ )、登真君。卒業論文前日にもかかわらず発表練習の時間を削って
徹夜で手伝ってくれた 4年生、史絵さん。卒業設計後の疲れ切った状態で、私の
つたない作業指示を現場で進行してくれた 4年生、大真君、貴大君、武内君、渡
辺さん ( 八街 )、木下さん ( ドリコ )、青木さん ( アオちゃん )。修士設計には
まだまだほど遠いにもかかわらず、私の設計意図まで把握しようと尽力してくれ
た 2年生、島田さん (もっか )。皆さんの力、エネルギーの結集が表れた、モニュ
メンタリティを語るには最高の模型となったのではないかと思っております。私
のプレゼンテーションの至らなかった部分もありますが、自分が学生生活で設計
してきた作品の中では、最高の建築となったのではないかと自負しています。こ
の作品は、自分の建築人生の出発点として、未来の建築を考える原点としてこれ
からも精進していこうと思っています。短い期間ではあったけど非常に濃厚な製
図室生活を送ることができ、厳しい中でも最後まで笑いを忘れず、楽しく乗り越
えることができたのは癒しと笑いを与えてくれた皆さんのおかげです。将来、厳
しさと辛さを超える楽しさと癒し、そしてやりがいを持てる、そんなエネルギー
にあふれた設計事務所にしたい、心からそう思いました。今後もし、ともに仕事
をできることがあれば、これに懲りずにまた楽しいものづくりに付き合っていた
だければなと思います。ありがとう。
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最後に、ここまで私を支え続けてくれた両親、家族には本当に感謝しています。
未知の建築業界に飛び込み、その実態を伝えるのを怠ったせいもあり、将来のこ
となどでは何度か気まずい思いわさせてしまう場面もいくつかあり、まだ四月か
らの身の振りも定まらない状態の私にも理解を示してくれたこと、本当に感謝し
てもしきれないほどです。思えばこの 6年間、課題やらの忙しさに追われ満足に
規制もできずにいた私ですがそんな私にいつまでも支援してくれたおかげで、と
ことん建築の道を進むことができたと思っております。これからもそんな時期が
続くとは思いますが、いつか自分の道をきちんと見出して、両親の思いにこたえ
られるようにこれからも精進していきたいと思います。
長い 6年間、本当にありがとうございました。
本研究のテーマである、モニュメンタリティは自分の中で、時代を築き、時間
を乗り越えていく建築であると考えており、この建築、モノの残り方、それが伝
えるものを今後の建築人生の主題として社会に出ていくことをここに宣言して、
謝辞を締めくくらせていただきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 27 年 2 月 18 日
資料編
appendice.
外観
内観ⅱ . 球体の中央に発光装置を据え太陽とその系
を象徴する。
内観ⅰ . 暗闇の内部に外壁に穿たれた小開口から射す
光が星を表現し、天体を象徴。
外観 .街へのコラージュ 模型 . 二重螺旋と内包されるオブジェ
クト
立面 .
―　A Study of Monumentality in the Architecture and Design Proposal　――　A Study of Monumentality in the Architecture and Design Proposal　―
- 97 -- 96 -
事例概要 事例概要
要求内容 要求内容
抽出手法 抽出手法
空想世界 空想世界感情 感情実世界 実世界
無形対象 無形対象状況 状況
有形対象 有形対象
記念対象
アイザック・ニュートン
ニュートン力学を確立した近世科学の英雄
彼の偉大な魂を賛美し、それを永久に記念
しようというもの。
知性の拡張
崇拝神格
ポプラの樹列
対象：構築物　操作：表層（立面 )
スケール (大 )
対象：構築物、空間　操作：規模
シンメトリー
対象：構築物　操作：形態 (形式 )
基壇
対象：構築物　操作：形態 (形式 )
構成比 (水平 )
対象：構築物　操作：構成比
装飾性
賛美
無装飾
対象：構築物　操作：表層 (立面 )
平滑な面
対象：構築物　操作：表層 (立面 )
開口（少 )
対象：構築物　操作：表層 (立面 )
密度 (高 )
対象：構築物　操作：形態 (構造 )
異質性
中心
安定性
永続
量塊性
永続・中心
形態 (球 )の純粋幾何学
対象：構築物　操作：形態 (図式 )
暗闇、形態 (球 )
対象：空間　操作：照度・形態(図式)
無限性
象徴「知性の拡張」
完全性
象徴「神格」・賛美
威圧性形態 巨大さ (スケール )、他を圧倒する
対象：構築物　操作：規模
暗闇
対象：空間　操作：照度
連想 (宇宙 )
対象：空間　操作：照度
対象：エレメント　操作：開口 (多 )
象徴 /崇拝・永続・誇示
形態（球 )、形態状の特性を引用
対象：構築物　操作：形態（図式 )
象徴「崇拝」
フランスの革命的建築家
と言われた近世の建築家エ
ティエンヌ・ルイ・ブレー
の構想作品。
偉大な科学者アイザック・
ニュートンを讃えるために
計画されたこの構想案はフ
ランスの図書館に図面とし
て所蔵されている。
彼はニュートンを包むのは
彼以外不可能としてこの形
態を構想した。
長い動線部分を通って行き
つく内部は巨大な球体空間
で、中央の石棺以外は何も
なく、暗闇の空間である。
No.01 記念堂 1784 構想エティエンヌ・ルイ・ブレーニュートン記念堂
スケール（大 )
対象：構築物　操作：規模
形態（上昇螺旋）←　異質な形態
対象：構築物　操作：形態（図式）
形態（上昇螺旋 )
対象：構築物　操作：形態（図式 )
ヒエラルキーの消去
対象：構築物　操作：形態（形式 )
周辺低密度
対象：環境　操作：規模
スケール（大 )
対象：構築物　操作：規模
スケール（大 )
対象：構築物　操作：規模
形態（上昇螺旋）
対象：構築物　操作：形態（図式）
スケール（大 )
対象：構築物　操作：規模
幾何学（立方体・四角錘・円筒・半球）
対象：エレメント　操作：形態（図式）
形態（線 )
対象：エレメント　操作：形態（図式 )
形態（上昇螺旋）
対象：構築物　操作：形態（図式）
構成比（垂直）
対象：構築物　操作：構成比
形態（上昇螺旋 )
対象：構築物　操作：形態（図式 )
構成要素（多 )
対象：構築物　操作：表層（立面 )
ヒエラルキーの消去
対象：構築物　操作：形態（形式 )
* ヒエラルキーの消去は、焦点がな
いまたは複数ある状態。
誇示
中心中心中心永続・誇示
永続
対比強調性
非正面性
空性異質性威圧性
安定性躍動性 上昇性 形態
象徴「軌跡」象徴「高揚感」・賛美
高揚感
象徴「高揚感」・賛美
記念対象
ロシア革命
人民の開放
革命に対する賛美と新体制の原点としての中心を構築する
建物が希求された。
象徴の高揚感と賛美はほぼ同義を示す。
成長
ロシア構成主義の影響を大
きく受けたウラジミール・
タトリンによる計画案。
ロマノフ朝の絶対専制だっ
た時代に対し民衆が武装蜂
起し、レーニンを筆頭にロ
シア革命によって勝ち取っ
た（後に世界最大の社会主
義国家ソヴィエト連邦の成
立 )記念として構想された。
螺旋状に上昇する二重の鉄
骨体と、中央の軸から吊り
下げられる４つの幾何学的
オブジェクト（立方体・四
角錘・円筒・半球 ) によっ
て構成される。
軌跡
革命理念
1919 構想議場・電波塔ウラジミール・タトリン第 3インターナショナル記念塔No.02
外観ⅰ .正面、広場と列柱 内観ⅰ .ロビー、巨大円柱
外観ⅱ .エントランス部分 内観ⅱ .劇場ホール
立面 .中央にフォルクスハレの巨大ドーム
模型 .都市計画 断面 .フォルクスハレ内部
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事例概要 事例概要
要求内容 要求内容
抽出手法 抽出手法
空想世界 空想世界感情 感情実世界 実世界
無形対象 無形対象状況 状況
有形対象 有形対象
村野藤吾が手がけた市民会
館で、宇部市の興業創始者
である渡辺祐策翁の功績を
たたえて建設されたもの。
中にはホールなども創設さ
れている多目的な用途で使
われている。
記念対象
炭鉱業の発展に貢献した渡辺翁と宇部市
宇部市で発展した炭鉱業とその会社
市民会館としてこの力強く発展した宇部市
を象徴している
正面壁体
対象：環境　操作：形態（形式 )
賛美誇示
シンメトリー
対象：環境・構築物　
操作：形態（形式 )
中心
構成比（水平 )
対象：構築物　操作：構成比
中心
全面広場
対象：環境　操作：形態（形式 )
中心
シンメトリー
対象：環境　操作：形態（形式）
構成比（水平）
対象：構築物　操作：構成比
永続
連想「門」
対象：環境　操作：形態（形式）
基壇
対象：構築物　操作：形態 (形式 )
象徴「人間社会」・中心
数値の引用
対象：エレメント　操作：規模
象徴「炭鉱会社」
開口（少 )
対象：構築物　操作：表層（立面 )
密度（高 )
対象：構築物　操作：形態（構造 )
象徴「力強さ」
組積造
対象：構築物　操作：形態（構造）
石造　
対象：構築物　操作：表層（素材）
乱積、無数の焦点
対象：構築物　操作：表層（素材）
象徴「個」
統一要素の集積
対象：構築物　操作：形態（構造）
統一エレメントの使用
対象：エレメント　
操作：表層（素材）・形態（図式）
象徴「統合」
統一性 焦点性
対称性不動性
空性安定性画域性
引用（数値）
象徴「力強さ」
量塊性堅牢性
炭鉱会社
人間社会力強さ
　統合
個（市民）
1937市民会館村野藤吾宇部市渡辺翁記念会館No.03
ナチスヒトラーによって発
案されシュペーアが設計を
行った戦間期の誇大妄想都
市計画。ベルリンという街
並みをヨーロッパを支配す
るドイツの首都としてふさ
わしいものに改造しようと
取り組まれた構想。
ヒトラーの古典趣味を色濃
く反映した建築。
パンテオン（ローマ）の持
つ宇宙観をヒトラーは参照
しており、巨大ドーム　フォ
ルクスハレ組構築した
ヒトラーの宇宙観を象徴する建築。
侵略戦争に向け大ドイツの誇大妄想を描き、群集に対して
総動員を呼び掛けるためのプロパガンダとしての役目も求
められた。
ピラスター・列柱
対象：構築物・環境
操作：表層（立面）
形態（半球）
対象：空間　操作：形態（図式）
回廊（ヴォリューム )
対象：環境　操作：形態（形式 )
シンメトリー
対象：構築物・環境
操作：表層（立面 )・形態（形式 )
スケール（大 )
対象：構築物・空間　操作：規模
形態（ドーム )純粋幾何学
対象：構築物　操作：形態（図式 )
シンメトリー
対象：構築物・環境
操作：表層（立面 )・形態（形式 )
奇談
対象：構築物　操作：形態（形式 )
連想「宇宙」
対象：空間　操作：形態（図式 )
反復強調性
誇示
完全性
賛美
画域性
中心
対称性
中心
威圧性
永続・誇示
安定性
永続
包含性
象徴「宇宙観」
大ドイツの
宇宙観
1938 構想都市計画アルベルト・シュペーアベルリン改造計画No.04
外観ⅰ .正面、広場と列柱 外観ⅰ .正面、広場と列柱
外観ⅰ .正面、聖堂と鐘楼 内観 .身廊 外観ⅱ .側面
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事例概要 事例概要
要求内容 要求内容
抽出手法 抽出手法
空想世界 空想世界感情 感情実世界 実世界
無形対象 無形対象状況 状況
有形対象 有形対象
1942神殿丹下健三大東亜忠霊神域計画No.05
記念対象
戦後の平和と原爆の惨劇を記念することが要求された聖堂。
放射能を含んだ土を使用して焼き上げられた煉瓦で外観を
構成。記憶しなければいけないドキュメントとしての要求
と平和の獲得の賛美の要求が込められている。
窓(日本様式 )
対象：構成要素　操作：形態 (図式 )
正面壁体
対象：環境　操作：形態 (形式 )
構造グリッド
対象：構築物　
操作：形態 (構造 )・表層 (立面 )
煉瓦造
対象：構築物
操作：形態 (構造 )・表層 (素材 )
組積造
対象：構築物　操作：形態 (構造 )
窓 (日本様式 )
対象：構成要素　操作：形態 (図式 )
構造グリッド
対象：構築物　
操作：形態 (構造 )・表層 (立面 )
被爆地の土
対象：構成要素　操作：表層 (素材 )
階段による高さの画域
対象：環境　操作：形態 (形式 )
進行（上る )
対象：構成要素　操作：行為
テクスチャ（荒 )
対象：構築物　操作：表層（素材 )
装飾性
賛美誇示
威圧性
安定性
永続永続
堅牢性
象徴「伝統」
引用「様式」
象徴「静けさ」
規則性
意味
象徴「惨劇」象徴「天上界」
画域性
象徴「天上界」
上昇性
象徴「力強さ」
躍動性
力強さ
静けさ
惨劇
伝統
天上界
原爆投下後の広島で最初に
行われた国家的プロジェク
ト。コンペ形式で行われ、
丹下健三や菊竹清訓が参加
し、1 等案なしという結果が
出された。
その後審査員だった村野が
設計者としてプロジェクト
自体は実現することになり
建造された。
カトリック教会であると同
時に、戦後の平和を希求す
ることが求められ、その役
割は宗教的な枠組みを超え
ていた。
1950聖堂村野藤吾広島平和聖堂No.06
断面 .アプローチ部分
俯瞰 .中央礼拝堂
配置図
透視図 .地下部分
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事例概要 事例概要
要求内容 要求内容
抽出手法 抽出手法
空想世界 空想世界感情 感情実世界 実世界
無形対象 無形対象状況 状況
有形対象 有形対象
惨劇
平和
人間界
末世変相界
浄土変相界
記念対象
原爆の惨劇と平和希求の礼拝堂
原爆の凄まじさを表す強烈な建築が要求された。
広島・長崎の原爆をうけ、
その記憶を風化させないた
めに礼拝堂を建設しようと
いう構想。
白井の自発的な提案であっ
たため、賛同者を募るとい
う形のプロジェクトであっ
たが、結局資金が集まらず
実現には至らなかった。
進行
対象：空間　操作：行為
越境
対象：空間　操作：形態（形式 )
不可侵（水盤 )
対象：環境　操作：形態（形式 )
暗闇
対象：空間　操作：照度
開口（少 )
対象：構築物　操作：表層（立面 )
形態 (円筒 )
対象：空間　操作：形態 (図式 )
進行 (上る )
対象：空間　操作：行為
構成比 (垂直 )
対象：空間　操作：構成比
プログラム (展示・集会・読書 )
対象：空間　操作：行為
シンメトリー
対象：環境・構築物　
操作：形態 (形式 )
独立配置
対象：環境　操作：形態 (形式 )
形態 (円筒 )←純粋幾何学
対象：構成要素　操作：形態 (図式 )
シンメトリー
対象：環境・構築物　
操作：形態 (形式 )
開口（少 )
対象：構築物　操作：表層（立面 )
片持ち梁
対象：構築物　操作：形態 (構造 )
色彩
対象：構築物　操作：表層 (素材 )
独立配置
対象：環境　操作：形態 (形式 )
不可侵 (水盤 )
対象：環境　操作：形態 (図式 )
形態 (円筒 )
対象：構成要素　操作：形態 (図式 )
色彩
対象：構築物　操作：表層 (素材 )
誇示誇示
対比強調性
完全性
中心
空性異質性
中心
中心
対称性
中心
求心性
永続
安定性量塊性
永続
象徴「人間社会」
用途
象徴「浄土変相界」
上昇性
象徴「末世変相界」・誇示
威圧性
象徴「末世変相界」・中心
画域性
1954 構想礼拝堂白井晟一原爆堂No.07
記念対象
原爆投下の惨劇や被害を風化させ
ないメモリアルとしての要求。
悲劇と同時に平和の永続を願い象
徴する建築としての要求をもつ。
広島の原爆投下から 10 年
経った 1955 年に計画された
メモリアル。
記念公園を原爆ドームから
の軸線をもとに整備し、建
築内には資料館や集会ス
ペースなどの平和を形成す
るためのプログラムとして
設定しており、丹下は平和
の工場と言っている。
全体の構成は大東亜忠霊神
域計画の構成を実作として
結実させたものである。
規則配列（ルーバー )
対象：構築物　操作：表層（立面 )
ピロティ
対象：環境　操作：形態 (形式 )
空率
対象：環境　操作：形態（形式 )
シンメトリー
対象：構築物・環境
操作：形態（形式 )
独立配置
対象：環境　操作：形態（形式 )
構成比（水平 )
対象：構築物　操作：構成比
規則配列（ルーバー )
対象：構築物　操作：表層（立面 )
シンメトリー
対象：構築物・環境
操作：形態（形式 )
石造
対象：構築物　
操作：形態（構造 )・表層（素材 )
用途（資料館・コミュ二ケーション )
対象：空間　操作：行為
ピロティ
対象：環境　操作：形態 (形式 )
平面配置
対象：環境　操作：形態 (形式 )
借用（原爆ドーム )
対象：環境　操作：表層 (素材 )
賛美誇示 賛美誇示
反復強調性
躍動性
中心
空性
中心
対称性
中心
求心性
永続
安定性
永続
堅牢性
行為（プログラム
)
象徴「平和の工場」
画域性
象徴「祈り」・中心・賛美象徴「惨劇」
借用（廃墟
)
祈り
平和の工場
人間的尺度
社会的尺度
原爆の惨劇
資料館 1955丹下健三広島ピースセンターNo.08
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事例概要 事例概要
要求内容 要求内容
抽出手法 抽出手法
空想世界 空想世界感情 感情実世界 実世界
無形対象 無形対象状況 状況
有形対象 有形対象
高揚感の創出
鳥の飛翔する姿を象徴的に表象しているという捉え方が多
くされているがサーリネン自身が述べているわけではなく、
日本の建築家菊竹清訓は航空機が戻ってくる巣としての巣
窟を象徴していると述べている。
アメリカの建築家エーロ・
サーリネンの空港ターミナ
ル。
シェルの大屋根が特徴的な
建築で、内部も動線が行き
交う設計となり、旅の出発
点としての高揚感の創出が
強く意識された作品。
ヒエラルキーの消去
対象：構築物　操作：形態（形式 )
曲線の反復
対象：エレメント・構築物・空間
操作：規模
形態（上昇曲線 )
対象：エレメント・構築物・空間
操作：形態（図式 )
構成比（水平 )
対象：構築物　操作：構成比
コンクリート
対象：構築物　
操作：形態（構造 )・表層（素材 )
形態（上昇曲線 )
対象：エレメント・構築物・空間
操作：形態（図式 )
上部採光
対象：空間　操作：照度
形態（上昇曲線 )
対象：構築物・エレメント
操作：形態（図式 )
動線交錯
対象：空間　操作：行為
反復強調性
賛美中心
非正面性異質性
中心
永続
安定性
永続
堅牢性
象徴「高揚感」象徴「高揚感」・賛美
上昇性躍動性
高揚感
1962空港エーロ・サーリネンTWA ターミナルNo.09
個と力強さの学生の象徴的建築が求められた。
その堅牢的な姿で力強さを表現しており、その外壁は構造
に巨大な粗石を混ぜ込み表情のある外壁が構成されている。
アメリカの一流大学、イェー
ル大学の学寮。学生寮とは
異なり個性の尊重するよう
な建築というのが強く要請
され、そのため中庭などは
細かい平面に細分化され全
体を見通すことのできない
空間となっている。
ヴォリューム自体も同一の
平面を極力持たないような
細分化された平面構成と
なっている。
正面壁体
対象：環境　操作：形態（形式 )
石造
対象：構築物　
操作：形態（構造 )・表層（素材 )
開口（少 )
対象：構築物　操作：表層（立面 )
石造
対象：構築物　
操作：形態（構造 )・表層（素材 )
開口（少 )
対象：構築物　操作：表層（立面 )
前面広場
対象：環境　操作：形態（形式 )
構成比（水平 )
対象：構築物　操作：構成比
石造
対象：構築物　
操作：形態（構造 )・表層（素材 )
組石造
対象：構築物　操作：形態（構造 )
連想（城郭 )
対象：構築物・環境　操作：連想
開口（少 )
対象：構築物　操作：表層（立面 )
固有平面
対象：環境　操作：図式
威圧性
誇示中心
不動性
中心永続
空性安定性堅牢性
象徴「力強さ」・永続
異質性
象徴「個」
力強さ
個
1962学寮エーロ・サーリネンイェール大学学寮No.10
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事例概要 事例概要
要求内容 要求内容
抽出手法 抽出手法
空想世界 空想世界感情 感情実世界 実世界
無形対象 無形対象状況 状況
有形対象 有形対象
記念対象
西武への開拓とその苦難と栄光の道のりを記念し、その開
拓に貢献していたトーマス・ジェファーソンを記念したモ
ニュメントである。
その力強さを表現する形態は民衆エネルギーの結集として
求められている。
アメリカ合衆国の開拓の一
環としての西部進出を賛美
するための巨大モニュメン
トであり、展望台でもある。
当時のコンペで、サーリネ
ンの案が採用され、その奇
抜な形態から実施に至るま
でに10年以上の月日を有し、
完成した頃にはサーリネン
は逝去していた。内部には
斜状のエレベーターシャフ
トが設計されており途中ま
で行くことができる。
テクスチャ (金属 )
対象：構築物　操作：表層 (素材 )
スケール (大 )
対象：構築物　操作：規模
懸垂曲線
対象：構築物　操作：形態 (構造 )
周辺広場
対象：環境　操作：形態 (形式 )
懸垂曲線
対象：構築物　操作：形態 (構造 )
テクスチャ (金属 )
対象：構築物　操作：表層 (素材 )
シンメトリー
対象：環境・構築物
操作：形態 (形式 )
独立配置
対象：環境　操作：形態 (形式 )
シンメトリー
対象：環境・構築物
操作：形態 (形式 )
基壇
対象：構築物　操作：形態 (形式 )
懸垂曲線
対象：構築物　操作：形態 (構造 )
視界の開け
対象：環境　操作：形態 (形式 )
勾配の急化
対象：構築物　操作：形態：形式
形態 (アーチ )
対象：構築物　操作：形態 (図式 )
連想 (門 )
対象：構築物　操作：形態 (形式 )
基壇
対象：環境　操作：形態 (形式 )
越境
対象：環境　操作：行為形態 (懸垂曲線 )対象：構築物　操作：形態 (図式 )
テクスチャ (金属 )
対象：構築物　操作：表層 (素材 )
威圧性
誇示
対比強調性
賛美中心
空性
中心
異質性
対称性
中心中心
求心性
永続
安定性
象徴「栄光」
開放性
象徴「苦難」
行為・形態
象徴「開拓精神」・賛美
画域性
象徴「力強さ」・賛美
躍動性
力強さ
苦難・栄光
現代性
開拓精神
象徴「今日性」
意味
1964展望・記念塔エーロ・サーリネンジェファーソン記念碑No.11
宗教建築として髪の空間へと誘う建築であることが求めら
れる。
またそれらを志向する民衆の一体感と高揚感といった要素
を象徴した建築が計画された。
1964 年に東京のカトリック
教会の聖堂として丹下健三
によって設計された。
上部から見ると十字の平面
となっているが、内部のグ
ランドレヴェルの空間は
広々とした一体的な空間と
なっている。
基壇
対象：環境　操作：形態 (形式 )
テクスチャ (金属 )
対象：構築物　操作：表層 (素材 )
周辺広場
対象：環境　操作：形態 (形式 )
ヒエラルキーの消去
対象：構築物　操作：形態（形式 )
テクスチャ (金属 )
対象：構築物　操作：表層 (素材 )
形態（放物線 )
対象：空間　操作：形態（図式 )
基壇
対象：構築物　操作：形態 (形式 )
開口（少 )
対象：構築物　操作：表層（立面 )
テクスチャ (金属 )
対象：構築物　操作：表層 (素材 )
境界の消去 (側面開口 )
対象：エレメント　操作：照度
構成比 (垂直 )
対象：空間　操作：構成比
上部採光
対象：エレメント　操作：照度
垂線
対象：空間　操作：表層 (立面 )
形態（放物線 )
対象：空間　操作：形態（図式 )
スケール（大 )
対象：空間　操作：規模
スケール（大 )
対象：空間　操作：規模
開口（少 )
対象：構築物　操作：表層（立面 )
賛美誇示
画域性
対比強調性
中心 中心
空性
非正面性
異質性
中心永続
安定性
永続
堅牢性
象徴「現代性」
意味
象徴「精神の小宇宙」
神秘性
象徴「高揚感」
高揚感
上昇性
象徴「統合」
包含性
象徴「天上界」・誇示
威圧性
統合
(民衆の平等)
現代性
人間的空間
天上界
精神の小宇宙
1964聖堂丹下健三東京カテドラルNo.12
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事例概要 事例概要
要求内容 要求内容
抽出手法 抽出手法
空想世界 空想世界感情 感情実世界 実世界
無形対象 無形対象状況 状況
有形対象 有形対象
国際的イヴェントの施設として、そのエネルギーの高揚と
一体感は建築の主題的テーマともなり、内部空間の形態を
構成する要因となっている。
外観上も特異な形態によって、象徴性を帯びさせている。
1964 年の東京オリンピック
の際に水泳競技場として計
画された体育館。現在はプー
ルは撤去され屋内競技の総
合体育館やイベントホール
として機能している。
その特異な外観は神社の様
式をモチーフとしたような
構成、また大地から力強く
立ち上がるような建築形態
によって弥生的・縄文的な
建築をコンプレックスさせ
た日本的な建築を生みだし
ている。
基壇
対象：環境　操作：形態（形式 )
形態 (上昇曲線 )
対象：空間・構築物
操作：形態 (図式 )
開口 (少 )
対象：構築物　操作：表層 (立面 )
周辺広場
対象：環境　操作：形態 (形式 )
点対称
対象：構築物　操作：形態 (形式 )
エントランス (不明瞭 )
対象：構築物　操作：表層 (立面 )
形態 (上昇曲線 )
対象：空間・構築物
操作：形態 (図式 )
連想 (神社 )
対象：構築物　操作：形態 (図式 )
構成比 (水平 )
対象：構築物　操作：構成比
コンクリート
対象：構築物　
操作：表層 (素材 )・形態 (構造 )
開口 (少 )
対象：構築物　操作：表層 (立面 )
形態 (上昇曲線 )
対象：空間　操作：形態 (形式 )
上部採光
対象：エレメント　操作：照度
形態（放物線 )
対象：空間　操作：形態（図式 )
賛美賛美誇示
画域性躍動性威圧性
中心中心中心
空性
非正面性異質性
永続 永続
永続・賛美
連想（神社
)
安定性堅牢性
象徴「高揚感」
上昇性
象徴「一体感」
包含性
一体感
高揚感
1964競技場丹下健三国立屋内総合競技場No.13
記念対象
ホロコーストの惨劇と犠牲者を記念する建築
生命力を宿すとともにそれを打ち砕いたナチスドイツの冷
徹な理想主義を象徴したモニュメントを構想することが要
求された。
600 万人という莫大な数の犠
牲者を生み出したホロコー
ストへのメモリアルとして
構想された。
建設には至らなかったが、
中心に慰霊のための礼拝堂
が設けられたモニュメント
はルイスカーンの有名な作
品の一つである。
反復 (同形態 )
対象：環境　操作：形態 (形式 )
純粋幾何学
対象：構築物　操作：形態 (図式 )
周辺広場
対象：環境　操作：形態 (形式 )
素材 (ガラス )
対象：構築物　操作：表層 (素材 )
基壇
対象：環境　操作：形態 (形式 )
規則配列
対象：環境　操作：形態 (形式 )
純粋幾何学
対象：構築物　操作：形態 (図式 )
密度 (高 )
対象：構築物　操作：形態（構造 )
6 つの構築物
対象：環境　操作：規模
自然光 (一日の流れ )
対象：環境　操作：照度
規則配列
対象：環境　操作：形態 (形式 )
素材 (ガラス )
対象：構築物　操作：表層 (素材 )
ガラスによる光変動
対象：空間・環境
操作：照度・表層 (素材 )
誇示
反復強調性
完全性
誇示
空性
中心中心
異質性
永続
安定性量塊性
永続
引用（数量
)　
象徴「600 万犠牲者」象徴「理想主義」
規則性
象徴「理想主義」
無機性
象徴「生命」
躍動性
600 万犠牲者
生命
理想主義
1972 構想慰霊堂ルイス・カーンユダヤ 600 万人犠牲者の追悼碑No.14
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No. Project Architect YearProgram
事例概要 事例概要
要求内容 要求内容
抽出手法 抽出手法
空想世界 空想世界感情 感情実世界 実世界
無形対象 無形対象状況 状況
有形対象 有形対象
記念対象
フランクリン・デラノ・ルーズベルト大統領
ルーズベルトの生まれた時間と死んだ時間に光が差すよう
な構築物のスリット開口を計算し象徴している
フランクリン・ルーズベル
ト大統領を記念した公園で
ニューヨークの河川内の人
工地盤上に構築された公園
である。
周辺広場
対象：環境　操作：形態（形式 )
河川内敷地
対象：環境　操作：構築物
河川内敷地
対象：環境　操作：構築物
シンメトリー
対象：環境　操作：形態（形式 )
構成比（水平 )
対象：構築物　操作：構成比
シンメトリー
対象：環境　操作：形態（形式 )
基壇
対象：構築物　操作：形態（形式 )
開口（少 )
対象：構築物　
操作：表層（立面 )・形態（構造 )
無装飾
対象：構築物　操作：表層（立面 )
個数（柱 )
対象：構築物　操作：規模
スリットより特定日に注ぐ光
対象：環境　操作：照度・形態（図式 )
中心中心・賛美中心
空性画域性対称性
永続
安定性堅牢性
永続象徴「思想」象徴「生誕と追悼」
引用（数
)
生誕と追悼
4つの思想
引用（時間
)
1974公園ルイス・カーンルーズベルト記念公園No.16
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事例概要 事例概要
要求内容 要求内容
抽出手法 抽出手法
空想世界 空想世界感情 感情実世界 実世界
無形対象 無形対象状況 状況
有形対象 有形対象
記念対象
ブリオンヴェガ創始者夫妻
人物の偉大さや死後の世界を象徴するという要求を持つ。
ブリオン・ヴェガの創始者
であるブリオン夫妻の墓地
を計画したものである。
一般の墓地としても敷地の
一部を開放しており、スカ
ルパ自身の墓もここに創設
されている。
各構築物にそれぞれ礼拝や
瞑想などのプログラムが当
てられており、それを意識
した設計がなされている。
円の多用
対象：環境　操作：規模
円環
対象：空間・エレメント
操作：形態（図式 )・表層（立面 )
密度
対象：構築物　操作：形態（構造 )
開口（少 )
対象：構築物　操作：表層（立面 )
構成比 (水平 )
対象：構築物　操作：構成比
コンクリート
対象：構築物　
操作：形態 (構造 )・表層 (素材 )
内部広場
対象：環境　操作：形態 (形式 )
基壇
対象：環境　操作：形態 (形式 )
構成比 (水平 )
対象：構築物　操作：構成比
コンクリート
対象：構築物　
操作：形態 (構造 )・表層 (素材 )
西日
対象：環境　操作：照度
浮遊
対象：構築物　操作：形態 (形式 )
1978墓地カルロ・スカルパブリオン家の墓地No.17
連想（橋 )
対象：構築物　操作：形態（形式 )
領域化 (ケーブル )
対象：環境　操作：形態 (形式 )
敷地の用壁
対象：環境　操作：形態 (形式 )
永続・誇示
賛美 賛美
反復強調性
装飾性
威圧性不動性空性
中心中心永続
安定性
永続
堅牢性
象徴「死後の世界」象徴「魂の空間」
意味
象徴「死後・魂」・中心・賛美
焦点性画域性
ブリオン夫妻
死後の世界
魂の空間
象徴する事の不可能性を提示した作品でもあり、ただその
ベトナム戦争という事件をドキュメントとして残し、向き
合う空間を確保することが要求されている。
ベトナム戦争を記念すると
いう目的で開催されたコン
ペによって選出された案。
アメリカにおいてよく見ら
れる戦勝記念人は異なり、
とてもセレブレイトできる
ようなものではなかった。
壁に刻まれた戦没者の名前
に向き合うための空間とし
て計画された。
色彩
対象：構築物　操作：表層（素材 )
密度
対象：構築物　操作：形態（構造 )
開口 (少 )
対象：構築物　
操作：表層 (立面 )・形態 (構造 )
借用（モニュメント )
対象：環境　操作：形態（形式」
掘り込み
対象：環境　操作：形態（構造・形式 )
構成比（水平 )
対象：構築物　操作：構成比
地上ヴォリュームなし
対象：環境　操作：規模・形態（形式 )
構成比（水平 )
対象：構築物　操作：構成比
密度
対象：構築物　操作：形態（構造 )
石造
対象：構築物　操作：表層 (素材 )
無装飾
対象：構築物　操作：表層 (立面 )
開口 (少 )
対象：構築物　
操作：表層 (立面 )・形態 (構造 )
誇示誇示
中心中心永続永続
対比強調性
威圧性
不動性空性安定性量塊性
1982慰霊碑マヤ・リンベトナム戦争慰霊碑No.18
